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草の根の国際連帯ネットワークの再出発 
APWSLマレーシア総会報告 

山崎 精一（APWSL 東アジア地域調整委員） 

3 年に一度のＡＰＷＳＬ総会がマレーシアのク 

アラルンプールで５月 31 日６月１日と二日にわ 

たって開催されました。資金を断たれたＡＰＷＳ 

Ｌは独自では開催できず、多国籍労働情報交換 

（ＴＩＥ）の助けを借りる変則的な形での開催で 

した。組織解散の危機を乗り越え、何とか原点に 

立ち戻って再出発しよう、という確認ができ存続 

することになりました。リンクスのこの号はこの 

重要なマレーシア総会の特集です。 

1. 参加者 

日本 原田恵子 ５月 28日～６月 1 日 

大井 呑 ５月 28日～６月２日 

山崎精一 ５月 27日～６月２日 

参加者名簿は配布されませんでしたので、とり 

あえず参加国の人数と性別だけお知らせします。 

韓国 女 1 男 1 

台湾 連絡は取れたが不参加 

香港 連絡取れず 

タイ 女 2 その他１（コンビーナー） 

マレーシア 連絡は取れたが不参加 

インドネシア 男 3 誰が代表かで内部で争い 

東チモール 参加の連絡あったが到着せず 

フィリピン 男 1 

オーストラリア 男 1 

ニュージーランド 女 1 男 1 

その他２（コンビーナー、オブザーバー1） 

スリランカ 女 1 男 1 

その他１（コーディネーター） 

ネパール 弾圧対策のため不参加 

パキスタン ビザ取れず不参加 

バングラデッシュ 参加人数について 

合意できず不参加 

インド 連絡取れず、新しい団体を招請 

その他に正式加盟国以外からオブザーバー参加 

がありました。 

インド ムンバイのシーメンス労働組合代表 

中国 広州の労働ＮＧＯ 

カンボジア 被服労働組合から 2 名 

シンガポール 労働センター 

ＡＬＥ調整委員サミーが代表 

総会終了時に、シンガポールがＡＰＷＳＬに加 

盟申請、インドとカンボジアが持ち帰り検討とな 

りました。 

他にオブザーバーとしてTIEアジアを代表して 

地元マレーシアのアイリーンさんがオブザーバ 

ーとして、ホスト団体として参加しました。 

結局参加 8ヶ国、不参加 8 カ国、オブザーバー 

参加４ヶ国となりました。しかし、主催国マレー 

シアの不参加が響き、総会運営やエクスポージャ 

ーの取り組みが不十分なまま行われました。 

2. TIE アジア会議 

ＡＰＷＳＬ総会に先立ち、５月 28.29 日とＴＩ 

Ｅアジア主催の「民主的労働組合とその実際」が 

同じ会議場のＹＭＣＡで開催され、ほとんどの総 

会参加者はこちらにも参加しました。TIE（多国 

籍労働情報交換）アジアは 1992 年に結成された 

▲ 新旧役員そろって再出発を誓う。一番左が筆者
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労働ＮＧＯでマレーシアに本拠を置き、スリラン 

カ、タイ、インドネシア、バングラデッシュの 4 

カ国の労働組合ＮＧＯと協力して組織化などに 

取り組んでいる団体です。議長はアロキア・ダス 

でスリランカのアントンなどＡＰＷＳＬの活動 

家が中心的な役員になっています。 

会議では民主的労働組合運動の実践について 

の報告があり、グループ討議などを経て、民主的 

労働組合に関する憲章を採択することになって 

いました。しかし、時間が足りず憲章の作成は起 

草委員会に委託されて終りました。私はこの五人 

の起草委員会の一名になりました。 

あまり意図がはっきりしない会議でしたが、そ 

の理由は二点あると思います。 

1. 直前までこの会議の名称は民主的労働組合で 

はなく、真正（Genuine）労働組合でした。会 

議のテーマの民主的労働組合運動とは組合民 

主主義のことだと私は理解していましたが、 

多くの参加者は真正労働組合運動のもうひと 

つの呼び方と理解していたようで、テーマが 

拡散して議論も散漫でした。 

2. そもそもこの会議の本当の目的はＡＰＷＳＬ 

総会の費用を出すことにあったようで、タイ 

のＣＬＩＳＴのソミョット以外はほとんどが 

ＡＰＷＳＬ総会に参加していました。会議の 

テーマや結論はどうでも良かったみたいです。 

3. エクスポージャ－ 

５月 30 日のエクスポージャ－はマレーシアの 

ナショナルセンターのＭＴＵＣと運輸機器合同 

産業労組の 2 箇所でした。 

ＭＴＵＣの委員長はＡＰＷＳＬの古い活動家、 

サイード・シャヒールが選出されたばかりですが、 

ILO 総会参加のため不在で、ラジャ・セグルン書 

記長が対応してくれました。この人は最近、ＩＣ 

ＦＴＵ―ＡＰＲＯの議長に選出されています。 

運輸機器同産業労組はマレーシアの自動車産 

業労組で、シャヒールの出身組合です。連絡が前 

日にあったそうですが、それでも委員長と APWSL 

マレーシア代表もしたことがある書記長のゴパ 

ールさんが出迎え全員にマクドナルドの昼食を 

用意してくれていました。 

両方の訪問とも多少の質疑応答はしましたが、基 

本的には儀礼的な訪問という感じでエクスポー 

ジャ－という内容ではありませんでした。 

ＡＰＷＳＬのマレーシア委員会が総会準備に 

参加していたらもっと工場見学や現場に近い所 

に行けたと思います。リンクス 38 号にその訪日 

報告が掲載されているティアン・チュアが私を訪 

れて来てくれたので話しを聞いたら、マレーシア 

委員会のもう一人の中心である彼が総会の話を 

聞いたのは10日前でもうどうしようもなかった、 

今日の夜も良い集会があるので知っていたら案 

内したのにと残念がっていました。 

4. 総会運営 

ＡＰＷＳＬ総会は５月 31 日と６月 1 日の２日 

間、YMCA ホステルの会議室で開催されました。宿 

泊も同ホステルが予定されていましたが、主催者 

の手違いでTIE会議と合わせた６日間の宿泊が予 

約できず、近くのフロリダ・ホテルと行ったり来 

り 4 回も宿舎が替わりました。このことに象徴さ 

れているように総会運営はまったく杜撰なもの 

で、総会としてまともに機能するように日本代表 

団は様々な提案を行いました。 

1. 会場の机配置が対面式になっていたので、ロ 

の字型にして参加者がお互いに顔を見て話せ 

るように提案。 

2. 総会の冒頭に、 参加国、 不参加国とその理由、 

代議員とオブザーバーの区別を明らかにする 

ことを要求。 

3. 総会の使用言語について規約を読み上げ、通 

訳が充分行われるよう再確認を求める。 

4. 総会議事日程について各国報告の前にこれか 

らの活動・ＡＰＷＳＬの将来についての提案 

を先にやって、何をこの総会で決めなくては 

ならないか、全員が理解してから討論するこ 

とを求めた。 

5. 具体的な活動計画の前に役員選出をするよう 

変更を提案。 

6. 会計報告がなかったので会計報告を提出する 

よう要求。 

7. 役員選出の手続きを確認しないまま役員選出 

にはいろうとしたので、役員選出に関する規 

約を読み上げるよう要求 

8. 議決事項を板書して何が議決されるのか明ら 

かにするよう要求。 

以上の点について日本からの提案が全て受け 

入れられ実施されました。
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その他にも総会運営体制に大きな問題があり 

ました。東チモール代表はフライトスケジュール 

まで通知していながら到着しませでした。ルーク 

は東チモールにメールを送って問い合わせてい 

るが返事がない、というばかりで何の対応もしま 

せんでした。入管で引っかかっているかも知れな 

いので確かめる必要があると繰り返し求めまし 

たが、どうしたら良いか分からないというだけで 

した。仕方がないので私がティアンに頼んで、入 

管に問い合わせてもらい、その日強制送還も留置 

もなかったことを確認しました。またカンボジア 

の女性が酷い歯痛で歯医者を探して欲しいとル 

ークに頼んでも何もしませんでした。仕方なくジ 

ョン・メイナードが手配しました。 

これはルーク個人を責めているのではなく、海 

外から来た役員が一人で総会を運営することは 

無理だと言っているのです。TIE アジアを頼り、 

マレーシア委員会抜きでやろうとしたことに根 

本的な問題があるわけです。 

5. 役員選出 

今総会の最大の課題は役員の選出だと考えて 

いました。何を決めても、書記局が機能せず、書 

記局と各国委員会との間の信頼と意思疎通がな 

ければ何も行われないからです。総会に先立って 

タイ委員会の女性パラットさんが調整委員に立 

候補していました。これは誰も出ないとＡＰＷＳ 

Ｌが現実的に解散するしかない、という厳しい情 

勢判断からあえて立候補したものでした。 

総会前にも、また総会第一日目にも共同議長の 

立候補はありませんでした。この時点でルークか 

ら共同議長が選出されなければＡＰＷＳＬの解 

散手続きを行う、という書記局の見解が表明され 

また。 

共同議長男女各一名を選出しなければ解散と 

いう切迫した状況の下で二日目の役員選出を迎 

えました。私の方から、規約によれば、調整委員 

と地域的にダブらない、その場にいる人の中から 

選ぶ、現書記局 3 人は再選辞退していることなど 

を考えると共同議長の選択肢は限られているこ 

とを説明しました。選出資格があるのはスリラン 

カ、オーストラリア、ニュージーランド、日本、 

韓国の５カ国で現実的にはオーストラリア、日本、 

韓国の 3 カ国でした。ところがこの 3カ国とも共 

同議長は引き受けられないことを事前に国内会 

議で確認して総会に参加していることが明らか 

となりました。議論は膠着状態ですので、私の方 

から先に地域会議を行って地域調整委員を決め、 

合わせて共同議長について各地域で議論して意 

見を出し合うことを提案し、受け入れられました。 

東アジア地域会議は韓国と日本の2カ国のみで 

す。韓国は民主労総が危機的状況にあること、韓 

国委員会もリー・スンキュンさんが亡くなってか 

ら参加者が減り続け、存亡の危機に直面している 

ので受けられないと説明しました。日本も既に遠 

野さんを共同議長に送っているので地域調整委 

員なら引き受ける、女性労働者の取り組みとホー 

ムページを担当することが日本の貢献だと確認 

してきていると説明しました。しかし、話し合っ 

てみると韓国委員会は言葉の問題のためか役員 

選出について様々な誤解をしていることが分か 

りました。議長が選出できないと解散するしかな 

くなる、という状況を理解して、チャン・チャン 

ウォンさんは韓国が引き受ける、ただし条件とし 

てオーストラリアも共同議長をやることが必要 

だと表明しました。オーストラリアは総会終了後 

国に帰って議長を出すことを真剣に再検討する 

ことを既に表明していました。そこで受けてくれ 

れば良いが受けない場合どうするかが問題でし 

たが、時間切れのためその後は全体討議に任せる 

ことにして地域会議を終了しました。 

総会を再開し各地域会議の報告がされました。 

東アジア 

地域調整委員 山崎精一（日本） 

共同議長 チャチャンウォン（韓国、ただしオー 

ストラリアと一緒という条件付き） 

南アジア 

地域調整委員 アントン（スリランカ） 

共同議長 ウメシュ（ネパールＧＥＦＯＮＴ） 

東南アジア 

地域調整委員 ノーマ（フィリピン） 

共同議長 オーストラリアが受けない

場合ノーマ 

太平洋 

地域調整委員 キャロル（ニュージーランド） 

共同議長 オーストラリアに持ち帰り検討 

四人の地域調整委員と共同議長推薦・立候補が
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四人出て、議論となりました。 

チャン・チャンウォンさんが独特の押しでオー 

ストラリアに「チェインジ・マインド」と決断を 

求め、これに押されたオーストラリアがその場で 

携帯で本国と連絡を取り、共同議長を引き受け後 

で氏名を報告することを表明しました。これによ 

り全役職が決まりました。 

前回バンコク総会では東南アジアと太平洋の 

地域調整委員が決まらず、空席のまま 3 年間が過 

ぎてしまい地域調整会議が成立しなかったこと 

を考えると大きな前進でした。 

6. 活動計画 

日本委員会としては総会前に活動計画につい 

て提案を提出し、ネットワーク全体としては機関 

紙とホームページを最優先して取り組み、それに 

より相互に通信連絡が取れれば、その他の活動は 

基本的には各国の責任でやれば良いと提案して 

いました。 

機関紙については調整委員の任務として各国 

が情報を送り3ヶ月に一回発行することが確認さ 

れました。 

ウェッブサイトについては韓国で作成作業を 

することになっていたが、進んでいないので、日 

本がメーリングリスト付きのテストページを至 

急立ち上げる、それが動き始めてから正式のホー 

ムページをどうするか日韓で協議する、費用は日 

韓で折半することが確認されました。これについ 

てはレイバーネット日本の安田さんと至急協議 

する必要があります。 

女性労働者の組織化・指導者育成計画について 

は日本委員会から提案し、各国からホームページ 

に情報を送り、それを日本で編集して小冊子を作 

ることが確認されました。 

資金がないという状況を踏まえて、ルークから 

各国委員会から年会費を徴収することが提案さ 

れていました。討議の中で名称を会費から連帯カ 

ンパに変更し、金額は年 50 ドルから 500 ドルを 

目安に各国で判断して一ヶ月以内に報告するこ 

とが確認されました。 

日本委員会としては総会費用として支出した 

20 万円の残額、264 ドルを最初のカンパとして新 

調整委員のパラットさんに手渡してきました。 

その他の取り組みについても確認がされまし 

たので、次の議事録を見てください。 

二国間交流については、韓国から毎年交互に訪 

問交流しようという提案があり、基本的に了解し 

ました。今年は日本が韓国に来て欲しいというこ 

と。バンコク総会以前から懸案であつたニュージ 

ーランドとの交流についても話し合いを行い、日 

本側は山崎、ニュージーランド側は新地域調整委 

員のキャロルさんを窓口として来年の実施に向 

けて話し合っていくことを合意しました。 

日本代表の中の話し合いで、韓国交流は関西中 

心、ニュージーランドは関東中心に取り組もうと 

いうことになりました。いずれも日本委員会総会 

で取り組みを確認します。 

7 まとめと感想 

私はＡＰＷＳＬが存亡の危機に立っていると 

いう情勢認識を持ってクアルルンプールに赴き 

ました。共同議長を選出し、相互に信頼し合う書 

記局が選出できないと解体、消滅、あるいは変質 

の危険性があると感じていました。 

総会冒頭から原田さんが男女平等、民主的な総 

会運営を求めて度重なる発言を行い、旧書記局の 

一方的でいい加減な総会運営にチェックをし続 

けました。旧書記局といってもルーク一人でやっ 

ているという感じで、スリパイは全く意思決定に 

参加できていない状態でした。一番責任が重いの 

はアントンです。調整委員報告を読み上げる以外、 

一切発言せず、前共同議長、現調整委員としての 

責任をほとんど果たしていませんでした。 

日本委員会の二日間にわたる奮闘により総会 

は何とか機能し新しい役員を選出し、草の根の労 

働者の国際連帯のネットワークという原点に立 

ち戻って再出発しようという確認が全体ででき 

た点では大成功だったと言えるでしょう。しかし、 

資金がないことには変りありません。またタイ、 

韓国、オーストラリアの三カ国の書記局はそれぞ 

れ問題を抱え、また相互のコミュニケーションに 

も難点があります。各国委員会からの強い支持が 

なければ書記局としての機能を果たすことはで 

きません。 

私がこれまで参加した三回の総会の中で、一番 

日本委員会として役割を果たせたという充実感 

がありました。またそれだけに今後三年間に日本 

委員会が果たさなければならない責務の重さを 

痛感した総会でもありました。
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ＡＰＷＳＬマレーシア総会議事録 

新書記局作成 （抄訳 山崎精一） 

5月 30日 エクスポージャー 

1.  ＭＴＵＣ ラジャ・セルグン書記長 

2.  運輸機器合同産業労組 イスマイル委員長・ゴパー 

ル書記長 

5月 31日 第一日 

○ スリパイ議長 歓迎の挨拶 

○ 質疑 

▽原田 代議員資格をはっきりして欲しい。 代議員は男女 

各一名なのに、 一人の国、 三人の国がいる。 誰が代議員で、 

誰がオブザーバーが明らかにするべきだ。 

▽ルーク 資金が不足しているため、 一名分の参加費しか 

支給できなかった。 富める国からは自費で二名以上参加し 

ている。一人一票では不公平なので、参加者数に関わりな 

く、一カ国 2票としたい。 

▽原田 不参加の国の理由を明らかにして欲しい。 なぜマ 

レーシアが参加していないのか、心配している。 

▽ルーク パキスタンはビザの問題で参加できなかった。 

継続して参加を希望している。 バングラデッシュは参加人 

数を巡って議論となり、その後連絡がなくなった。現在の 

加盟団体は問題があるので、取り替えるべきである。台湾 

から活動がないので参加を遠慮したいとチェン・ボウェイ 

から連絡があった。 香港からムンバイ会議に参加できない、 

という以外の連絡がない。インドからアマル・デイからは 

連絡がないので、ムンバイで新しい団体を見つけ、今回参 

加している。シーメンス労組のウダイである。 

カンボジアと中国から新しい友人が参加している。 

▽原田 ネパールとマレーシアはどうしたのか？カンボ 

ジアと中国は既にＡＰＷＳＬに加盟したのか、 オブザーバ 

ー参加なのか？ 

▽ルーク ネパールでは王政クーデターにより組合弾圧 

が厳しい。 御用ナショナルセンターを結成してＩＬＯ総会 

に送り込んでいる。ＧＥＦＯＮＴのウメシュはその対策の 

ためジュネーブに行っているので参加できない。 東チモー 

ルは来るはずなのに来ていない。 山崎か゛調べたら入管で 

は引っかかっていない。 

マレーシアはサイード・シャヒールに連絡したが、彼もジ 

ュネーブに行っていて参加できない。 誰か参加させると言 

ったが、その後連絡がない。ＴＩＥアジアのアイリーンが 

ここに参加している。 彼女は長らくＡＰＷＳＬマレーシア 

と協力してきた。 

▽原田 日本で総会が開催されて日本委員会が参加で 

きなかったら大問題だ。 マレーシア委員会の問題ではなく、 

書記局の総会準備の仕方の問題である。 いつマレーシア委 

員会に連絡をしたのか？参加してもらえるようどれだけ 

努力したのか？ 

▽アイリーン マレーシア委員会は主催団体ではない。 

ＡＰＷＳＬ書記局とＴＩＥアジアとの合意により、 この総 

会はＴＩＥ会議とセットで開催されている。 

▽原田 ＴＩＥの協力には感謝する。しかし、これはＡ 

ＰＷＳＬの内部問題である。 開催国の労働者の参加なしに 

総会をやることは考えられない。説明を求める。 

▽ルーク 最善の努力をした。ティアン・チュアの労働資 

料センターとサイードに連絡した。 サイードは自分は参加 

できないが、誰か参加するようにすると言った。しかし、 

ここに来てみると誰も参加していない。 彼の出身組合は総 

会について知らされていなかった。 

ＡＬＥとシンガポール委員会を代表してサミーが参加し 

ている。 

○ 各国参加者自己紹介 

○ 調整委員報告  2002年―2005年 

アントン・マルカス 

別載 

○ 質疑 

▽原田 ムンバイ会議で確認された書記局の任務分担 

について質問したい。 今の報告でスリパイの任務について 

記載がなかった。 ムンバイでルークから書記局の任務につ 

いて提案があり、 スリパイについてはバンコクで様々な国 

際会議が開かれるのでそれにＡＰＷＳＬを代表して参加 

▲ 総会の第一日目
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することが任務だと言った。 日本委員会ではそう報告され 

ている。 タイ国内の調整が彼女の仕事と言われたら了承し 

なかったが、APWSL全体を代表する大事な任務だと理解 

して了承した。 ムンパイでのルークの発言について確認を 

求めたい。 

▽スリパイ 国際会議に参加するのが私の任務だと知ら 

なかった。ＴＩＥやＡＬＥなどの会議がバンコクで開催さ 

れ、アントンやルークが来て参加したようだが、私は知ら 

なかった。 

▽ルーク ＡＬＥにはアントンが参加できなかったの 

で私が参加し、運営委員に選出された。バンコクで会議が 

あると必ず、スリパイには会って報告していた。 

▽原田 このことを問題にするのは女性の参加拡大の 

観点からである。 調整委員報告に女性議長の役割が抜けて 

いることは問題である。 英語を話せない女性が情報を入手 

でき、完全に参加できる体制になっていない。前回バンコ 

ク総会でアントンは女性指導者の育成について語ったが、 

三年後この面で前進していない。 特に書記局の中のスリパ 

イの処遇について問題である。 

▽スリパイ 私は誰も傷つけたくない。 アントンはＴＩＥ 

を担当し、ルークは ALE を担当していたので、私はよく 

分からない。ルークと皆さんに聞きたい。ムンバイ報告に 

私の役割について間違った記載があったのなら、 なぜ誰も 

指摘しなかったのですか？私には会議がケームのようで 

理解できない。 

▽ カレン この議論に感動した。ＡＰＷＳＬの中で女 

性が周辺に追いやられていることを日本委員会は心配し 

ている。女性を受け入れることが大事だが、同時にＡＰＷ 

ＳＬが危機に瀕していることも忘れてはならない。 スリパ 

イの任務については現実的でなければならない。 三人の書 

記局が平等に活動したと確信している。 

▽ チャン・チャンウォン 討議内容を文書で記録する 

ことが重要だが、それを確認することが重要である。 

ムンバイ報告について誰も確認しなかったことが問 

題である。今後は文書で報告し、それをキチンと確 

認することを原則したい。 

○ 各提案 

1.  日本委員会から 

全体提案 別掲 

女性労働者 別掲 

2.  韓国委員会 （韓国国内の活動提案） 

3.  ルークからの提案 別掲 

4.  ジョン・メイナードからの提案 別掲 

○ 提案に対する討議 

▽ フィリピン インドネシアの真正労働組合を支持。 グ 

ローバル化に反対する運動を。会費は 50ドルに。 

▽ オーストラリア 会費提案賛成。「金持ち」「貧しい」 

国の表現はまずい。 

▽ スリランカ 多国籍繊維協定に対する取り組みを。 日 

本、シンガポールなどの強い国からの援助を期待。 

▽ カンボジア 国に帰って加盟を検討。 規約など欲しい。 

▽ インド 加盟を承認するよう働きかける。 南アジ 

ア各国と協力しあいたい。ＡＰＷＳＬはインドに何を期待 

するのか？ 

▽ ＴＩＥ 課題をしぼって目に見える活動を。 

▽ インドネシア 韓国との二国間交流が有益だった。 

▽ シンガポール 下請け化、 移民労働者など課題を絞る。 

他の団体と重ならない運動課題を。 

▽ タイ 自己資金なしに自活できない。 会費提案に賛成。 

▽ 韓国 会費は額は各国が決めるべきである。 

▽ 原田 会費提案に賛成するが、 そのためにはきちんと 

した会計報告・予算案が必要である。今回もなぜ会計報告 

がないのか？ 

▽ ルーク 外部監査がいなくなったので会計報告がな 

い。前回総会からこの総会準備以外に金を使っていない。 

簡単な会計報告は後で配る。 年一回会計報告を出すという 

ことにして、会費ではなく各国判断による連帯資金、とい 

う形に提案を変えたい。 

○ 活動提案討議についての合意内容 

1.  各国委員会が具体的活動を展開する。二国間交流、組 

織化、教育活動など。 

2.  各国からの連帯資金 

3.  日本委員会提案の女性プログラム 

4.  キャンペーン 

□ グローバル化 

□ 移民労働者 

□ インフォーマル・セクター労働者 

□ フィリピン・ネパールなどの反弾圧 

5.  ＡＷＰＳＬ設立の原則の再確認 

6.  機関紙とレーバーネット・アジア 

○ 各国報告 （ 省略 ） 

各国報告の途中で一日目終了 

6月 1日 第二日目 

○ 各国報告の継続 

○ キャンペーンの合意内容 

1.  女性指導者育成 

ＡＬＥが新調整委員の指導育成に協力 

2.  下請け化についてのＡＬＥ情報収集に協力 

3.  7/29 バンコク開催のＳＩＧＴＵＲ会議に参加する国 

は報告を。
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4.  女性労働者プログラム 

情報を日本委員会あるいは webに。 

5.  ネパールの反弾圧 

ＩＬＯに抗議活動 

事実調査団の派遣 

6.  フィリピンのハシェンダ労働者弾圧 

8/12－の国際調査団に参加 

韓国・ニュージーランド 

8/19  各国フィリピン大使館への抗議行動 

7.  移民労働者 

各国の移民労働者組織とつながりを持つ。 組織化の情報 

交換、ＡＬＥと協力。 

8.  インフォーマル・セクター（非正規）労働者 

移民労働者と同様 

9.  グローバル化 

□  12月 香港 ＷＴＯ 

□  11月 韓国 ＡＰＥＣ 

○ 役員選出 

一日目に議長の立候補がないので、 議長が選出できない 

場合は書記局としてＡＰＷＳＬの解散を提案する以外に 

ないという、報告がルークからあった。 

役員選出に先立ち、 ルークから役員選出に関する規約の 

読み上げ。 

1.  調整委員 

パラット・ナナコーン （タイ） 選出 

トラアイフ工場の労働者になり、組合指導者となる。 

その後、カトリック青年労働者連盟の専従を 5 年間。 

その後、タイ委員会代表となり 2002 年バンコク総会 

を組織。 私は労働者なので草の根の労働者のネットワ 

ークとしてのＡＰＷＳＬを守りたい。 

2.  議長 

▽ 山崎 規約を説明し、選択肢が少ないことを説明。 

現実的にはオーストラリア、韓国、日本しかない。 

▽ オーストラリア オーストラリアは議長を出せな 

いことを事前に確認している。しかし、この総会は 

前向きで現実的な議論ができたので、持ち帰って再 

検討する。 

▽ 山崎 日本も韓国も議長を出せない、と事前に国内 

で確認。議論が進まないので、地域調整委員を選出 

するための地域会議を開き、そこで、議長について 

知恵を出し合ったら、どうか。 

四つの地域に分かれ、地域会議を開催。 

3.  地域調整委員の選出結果 

東アジア 山崎 精一 

南アジア アントン・マルカス 

議長にネパールのＧＥＦＯＮＴを推薦 

東南アジア ノーマ・ビーナス（ＫＭＵ） 

議長出ない場合、ノーマが議長、 

インドネシア地域調整委員 

太平洋 キャロル・ブリッジェン（ＮＺ） 

2.  再び議長選挙 

▽ チャン・チャンウォン ＡＰＷＳＬが存続の危機に 

瀕していることを認識して、私が議長に立候補する。ただ 

し、オーストラリアも議長になることが条件である。オー 

スラリアは考えを変えてもらいたい。 

▽ オーストラリア 今、本国と連絡を取り、オーストラ 

リアから議長を出すことを確認した。 氏名は後で通知する。 

議長 チャン・チャンウォン 韓国 

女性 オーストラリアで決定。 

○ 二国間交流 

交流計画が決まれば  2 ヶ月以内に書記局に通知する 

こと。 

○ 連帯資金 

1ヶ月以内に額を書記局に通知し、第一回支払いを 6 

ヶ月以内に。 

○ 機関紙・ホームヘージ 

年 4回、メールで新聞発行 

ホームページのテストページとメーリングリストを 

日本が立ち上げる。 

○ 会員資格 

シンガポール 承認 

カンボジア・インド 持ち帰り 

バンクラデッシュ アントンが調査 

香港 山崎が調査 

○ 閉会の挨拶 パラット 

バンコク総会以来、ＡＰＷＳＬは危機的状況にあった。 

しかし、労働者のネットワークは死なない。ＡＰＷＳＬは 

労働者のネットワークとしてお互いに支えあっていけば、 

存続できる。 厳しい時だが、 あきらめるわけにはいかない。 

連帯という名前に立ち返って、ＡＰＷＳＬのために努力し 

てもらいたい。私もがんばることを約束する。
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調整委員報告 2002-2005 年 
調整委員 アントン・マルカス 

ＡＰＷＳＬのこの３年間は全ての人にとって 

残念ながら不満足なものであった。地域全体での 

活動は不活発で、本当に活動的だった各国委員会 

はわずかであった。その結果、ネットワークは停 

滞した。 

前回の総会は資金なしにどうやって存続し活 

動するかという問題に答え、現実的な活動計画を 

作ることに失敗した。これまでの総会では活動計 

画やキャンペーンの優先順位が確認されたに対 

して、前回の総会では希望に基づく 25 もの計画 

が決められ、書記局はこれを持ち帰って実現する 

ことになっていた。この計画をどうやって実現し、 

年 10 万ドルの資金なしにどうやって生き延びる 

のかという議論はされなかった。調整委員の給与 

とＡＰＷＳＬの活動と運営のために入ってくる 

資金はなくなっていた。前回総会から受け継いだ 

のはＡＣＦＯＤにより差し押さえられている 15， 

000 ドルの資金だった。 

2002 年 5月に書記局会議が開催され、 次の 3年 

間の計画づくりが試みられた。各国委員会から各 

国の活動提案が提出された。問題はその多くの提 

案がＡＰＷＳＬを資金提供団体と見なし、その希 

望する活動に書記局が資金を提供できるかのよ 

うに考えていたことである。地域全体の労働者の 

運動とＡＰＷＳＬを強化するような活動計画も 

あったが、大多数は各国組織の利益のためのもの 

で、（ミシンを買ってくれという計画もあった） 

APWSL 全体の強化や利益のためのものではなかっ 

た。書記局はこのような活動計画に資金を提供す 

ることは不可能であり必要もないと判断した。資 

金を獲得するための計画案を作ることになった。 

その計画の中にはＡＰＷＳＬの運営、調整委員 

の給与、労働者交流のための資金獲得を含む地域 

的なものもあった。この計画案は全ての各国委員 

会に送付され、意見を求めた。日本委員会だけが 

反応し、その提案は書記局で取り上げられた。私 

はヨーロッパを訪問したが、成果はなかった。多 

くの地域組織、国内組織が縮小しつつある資金源 

を求めて競争しており、資金獲得はそれだけ困難 

になっている。さらに多くの場合、資金はひも付 

きである。費用のかからない個別計画は考慮され 

るが、組織全体に資金提供しようとする団体はな 

い。労働者の連帯ネットワークというＡＰＷＳＬ 

の組織性格もNGO団体の資金提供の精神になじま 

ない。 

ＡＣＦＯＤに残された 15，000ドルの内、書記 

局会議、 事務費用、 前調整委員の未払い給与に 3， 

000 ドルが使われた。 2002 年 8月に残りの 12， 000 

ドルを引き渡すようＡＣＦＯＤに要求した。この 

時までにＡＣＦＯＤは新しい体制になり、その金 

は既に使われてしまったので渡せないと、嘘の通 

告をしてきた。2 年間にわたる度重なる交渉とＨ 

ＩＶＯＳの仲裁により 5，036 ドルだけを取り戻 

すことができた。この金は今回の総会のために取 

って置いた。総会後、約 2，000 ドルが新書記局 

に残される予定である。 

調整委員の給与が出ればＡＰＷＳＬのための 

仕事の時間が取れたのだが、それも出ず、その他 

の活動のための資金もないためにＡＰＷＳＬの 

ネットワークは停滞した。ＡＰＷＳＬ再建のため 

に必要な時間を書記局の誰も持っていなかった 

ため、活動計画は非現実的で達成不可能であった。 

さらに多くの各国委員会がＡＰＷＳＬと積極的 

に関わろうとはしなくなっていた。書記局からの 

要請に対して反応する国はわずかであった。 

2004 年 1月、 ムンバイでの世界社会フォーラム 

でいくつかの各国委員会がＡＰＷＳＬの再建方 

法について討議した。直面する問題とＡＰＷＳＬ 

の再建について活発な議論が行われた。書記局の 

中ではルークが通信・連絡を担当し、アントンが 

アクション・アラートを担当することが決定され 

た。各国の活動報告を送るよう要請したが、日本 

とタイしか送ってこなかった。 

ムンバイでの会議以降も、このネットワークを 

再活性化することには成功していない。 

ネットワークが抱える問題は継続して存在して 

いる。にもかかわらず、次のようなことを実現し 

てきた。 

1. 世界社会フォーラムで日本委員会は労働運動 

での女性の指導性についてのすばらしいフォ 

ーラムを組織した。 

2. 以下のアクション・アラートに取り組んだ。
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○ パキスタンのカラーキング印刷労働者 

の争議 

○ スリランカのジャカランタ労働者争議 

○ スリランカのノース・セールス争議 

○ フィリピンのハシェンダ・ルイシタ労働 

者の残虐な殺害への抗議 

この一ヶ月にも三つのアクション・アラートが 

あった。 

○ ネパールの独裁と抑圧に反対し、労働組 

合の権利を支持する。 

○ 韓国の移民労働者組合の委員長アンワ 

ール・ホセインの投獄に抗議する。 

○ ブリジストン・インドネシアの組合差別 

に抗議する。 

この地域の労働ネットワーク間の情報共有化 

と協力拡大をめざす新しい試み、アジア労働情報 

交換（ＡＬＥ）の設立にも関わってきた。 

インド、カンボジア、中国での新しい接触が始 

まり、この総会に初めて参加してきている。皆さ 

んを歓迎し、このネットワークに参加されるよう 

希望する。 

ＡＰＷＳＬの真の強さは全ての各国委員会か 

ら生まれるものであり、直面する困難にもかかわ 

らず、多くの人が活動的であり続け、ＡＰＷＳＬ 

と真正労働運動の建設のために献身してきた。こ 

こマレーシアではセイード・シャヒールがナショ 

ナルセンターＭＴＵＣの委員長に選出された。こ 

れはマレーシアとこの地域の我々全ての労働運 

動にとって意味のある勝利である。 

ＡＰＷＳＬはこの地域に真正労働運動を建設 

するために 1981 年に結成された。その必要性は 

今も存在している。労働者は資本の攻撃にさらさ 

れ続けており、賃金と労働条件は堀りくづされ続 

けている。新自由主義制度の下で組合員の数は減 

り続けている。我々は恐ろしい時代に生きており、 

アメリカ帝国主義の触手がこの地域の支配を一 

層強めようと狙っている。ネパールとフィリピン 

では真正労働運動の原則に忠実な強いナショナ 

ルセンターが存在しているが、激しい攻撃と抑圧 

に直面している。にもかかわらず、素晴らしい民 

衆の闘いも起こってきている。この三年間の活動 

は不満足なものであったが、労働者と抑圧された 

人々の闘いを支持し、そこに積極的に参加する労 

働者のネットワークの必要性は依然として存在 

している。 ＡＰＷＳＬを本当に再建するために 

はその方法について誠実に活発に議論すること 

が大切である。次の二日間の課題はＡＰＷＳＬの 

ための現実的な活動計画について合意し、各国が 

それを積極的に実践することである。この総会が 

このことに成功し、このネットワークを活性化し、 

この地域の労働者運動を強化することができる 

ことを確信している。 

▲ 会場の YMCA の前で
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日本委員会の提案 

日本委員会は4月２日に全国運営委員会を開催し、 

５月末に開催予定のＡＰＷＳＬ総会について討 

議し、以下の点を確認しましたのでお伝えします。 

1. 日本委員会からの参加者は女性 原田恵子、 

男性 未定 の代表二名と、通訳 山崎精一の 

三名である。 

2. 三人の飛行機代、滞在費、参加費は全て日本 

委員会が負担する。 

3. 書記局としての経過報告、また提案があれば 

事前に各委員会に配布してもらいたい。 

4. 調整委員の選挙の告示は規則によれば、総会 

の６ヶ月前に行うことになっているので、至 

急行ってもらいたい。 

5. 今後のＡＰＷＳＬの活動について 

ＨＩＶＯＳからの資金が断たれたなかでど 

のような活動が可能かについては、既にムン 

バイでの会議に向けての日本委員会提案とム 

ンバイ会議の書記局報告で明らかにされてい 

る。問題はそれがほとんど実施されていない 

ことである。 

ＡＰＷＳＬはネットワークなので各国委員 

会がしっかりと活動し、横の連絡と交流があ 

れば予算がなくても存続が可能である。次回 

の総会ではＡＰＷＳＬの原点に立ち戻り、こ 

の草の根の労働者の国際ネットワークの存続 

を最優先にした役員体制と活動方針を確立す 

る必要がある。日本委員会としては定期的な 

通信の発行、レイバネット・アジアの立ち上 

げ、北の国の費用負担による二国間交流、他 

の国際会議を利用してのＡＰＷＳＬ会議の開 

催、争議支援をこの順番に優先的に行うこと 

を提案する。 

総会で開かれた真剣な討議を行い、各国委 

員会をつなげるための書記局と地域調整委員 

を選出することに成功すれば、ネットワーク 

としてＡＰＷＳＬは存続することが可能だと 

信じている。 

日本委員会を代表して 

山崎 精一 

女性労働者プロジェクト提案 

私は日本委員会を代表してムンバイで開催され 

た世界社会フォーラムにおいてアジアの女性労 

働者の組織化の提案を行った。以下の提案はそれ 

を具体化するものである。 

原則：行動計画は費用のかからないことを第一と 

する。 

1. 計画されているレイバーネット・アジアのウ 

ェッブサイトに女性労働者のコーナーを設け 

る。アジアの女性労働者の状況、その問題に 

ついての情報を簡単に入手できるよう、この 

コーナーに情報を掲載する。 

2. アジアの女性労働者についてのパンフレット 

を作成する。各国の女性労働者についての情 

報を各国委員会が提供してパンフレットを作 

成する。レイバーネット・アジアに掲載され 

る情報だけでも十分かも知れない。 

3. 機会をとらえて会議を持つ。2004 年にムンバ 

イの世界社会フォーラムで開催したように、 

同様の機会を利用して会議を開催する。 

4. 各国での活動。各国委員会は労働組合運動へ 

の女性の参加とエンパワーメントを積極的に 

支持すべきである。 

2005 年 5 月 29 日 

日本委員会共同議長 

原田 恵子
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ＡＰＷＳＬの再建策 
ルーク・コミスン 

現在の書記局が機能することに失敗し、ＡＰＷＳＬが停 

滞している原因は以下の 4点だと考える。 

1. 前総会ではＡＰＷＳＬの方向性と書記局の任務につ 

いてはっきり決めなかった。 

2. 特に財政のない中でどう存続し活動を続けるか十分 

に検討しなかった。 調整委員の活動に支払う金がないのに 

も関わらず、 これまでどおり運営できるかのように考えら 

れていた。 

3. 書記局員が強い所属各国委員会に支えられてこなか 

った。（だから私は議長を辞任してＮＺ委員会を再建した 

い。） 

4. 多くの各国委員会が不活発になっている。 私の意見で 

はしっかりと活動し組織化している国はわずかで、 名目し 

か存在していない国もある。 

ＡＰＷＳＬを再建し前進させるためには以上の課題に 

答えなければならない。 

ＡＰＷＳＬは活動家、 ナショナルセンター、 労働組合、 

組合役員、 草の根の労働者のゆるいネットワークとして存 

在しており、 この地域での真正労働組合運動の建設に尽く 

している。 その他の進歩的な労働組合のネットワークと異 

なるのは、 この真正労働組合運動の建設という点と労働者 

間の連帯という点である。 

このネットワークを再建するために以下の提案が役立つ 

と信じている。 

1. 書記局 

書記局メンバーは強い活動的な各国委員会から選出さ 

れるべきである。ダスからは役職は個人ではなく、組合な 

どの組織が集団的な指導部の地位につくべきだとの提案 

が出されている。検討の価値はあるが、一番重要なことは 

役職についた個人はその国の委員会からの強い支持が必 

要だという点である。 

2. 連帯活動 

連帯活動中心のネットワークに戻るべきである。 資金が 

ないので、プロジェクト志向は止めるべきである。連帯活 

動と活動家中心のネットワークに戻るべきである。 

連帯活動は資金がなくても各国委員会の参加があれば 

できる。調整委員の任務はこのような活動を調整し、全部 

の国が参加するよう保証することである。 

連帯活動は個々の争議支援だけではなく、 以下のような 

長期的なキャンペーンも含まれる。ネパールでの弾圧、フ 

ィリピンの組合活動家殺害、 米軍干渉などに対する抗議文 

書、行動などのキャンペーン等々。 

総会で焦点と取り組み策を議論し、 担当の各国委員会を 

決め書記局と共同責任を持つ。 

活動に取り組まない各国委員会を書記局は除名し、 その 

国の新しい団体と接触を開始する。（事前通告、不服申し 

立てなどの手続きを定める必要がある。） 

3. 労働者交流 

二国間の労働者交流を各国委員会の責任で取り組む。 

例として、韓国とインドネシアの交流、スリパイのニュ 

ージーランド訪問、ＡＡＷＬと東チモールの交流、タイの 

ＣＬＩＳＴとカンボジアの被服労組の連帯関係など。 

4. その他 

機関誌、レイバーネットアジア、他の国際会議を利用し 

てのＡＰＷＳＬ会議開催、 という日本委員会の提案を支持 

する。 各国委員会が活動報告を定期的に寄せることが不可 

欠である。 

ＡＰＷＳＬが地域の真正労働運動の発展に重要な役割 

を再度果たせることを確信している。 その第一歩はネパー 

ルの同志への連帯行動である。 我々の将来について議論す 

ることが重要であり、既に始っているので嬉しい。 

財政策 

資金がないので、年間会費により財政を確立すること 

を提案する。 

以下区分と国を提案するが、これはあくまで提案であ 

り、各国で支出できる金額を自由に決めてもらいたい。 

1. NZオーストラリア日本韓国などの富める国 

年間 300米ドル 

2. 香港台湾などの中位の国 

年間 200米ドル 

3. タイ、インド、フィリピン、スリランカ、 

マレーシア 年間 100米ドル 

4. バングラデッシュ、東チモール、 

インドネシアなどの貧しい国 

年間 50 米ドル
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ＡＰＷＳＬ総会に当たっての私の思い 

4 月 23 日のダス宛のｅメールに引き続き、ＡＰ 

ＷＳＬの労働者活動家としての私の経験からい 

くつか意見を付け足したい。 

総会に向けて提案が出ているのは良いことで 

ある。例えば資金についてや会費についてなど。 

さらに議論が必要なのは既にあるネットワーク 

や労組に対して書記局がどのように責任を持つ 

かという点である。 

しかし、ＡＰＷＳＬの再建にとって必要なのは 

ＡＰＷＳＬの設立の原則に基づいて決定するこ 

とをもっと重視することである。 
1.  「ＡＰＷＳＬは労働組合活動家と労働運動 

活動家の非公式のネットワークであり、真正労働 

運動をつなげ、促進し、発展させるために存在し 

ている。」 
2.  「労働組合運動自身が意思決定過程への一 

般労働者の参加と、指導部段階での女性の参加と 

いう点で弱点を持っている。」 

労働者交流 

労働者や労働運動活動家が外国から訪問してい 

る労働オルグや活動家に会う機会は多い。ＴＩＥ、 

ＡＬＥなどの国際会議や関連する交流会に招待 

することもできる。この面で大きな改善が期待で 

きる。 

さらにまた英語を第一言語として話さない労 

働運動活動家がその国を訪問している労働オル 

グや活動家と会うよう招待される機会も多い。こ 

のことにより国際的な労働問題の議論と社交の 

中で英語を上達することが可能となる。 

意思決定への参加 

総会での意思決定に代議員の参加を改善する 

ことが大切である。総会参加者が到着する前に役 

員選出が決定されてしまったことがある。総会が 

開かれる前に決定が行われるのであれば、その他 

の参加者たちは意思決定と選挙に当たって大き 

な不利な状況にあることになる。 

ＡＰＷＳＬが生まれてから  23 年も経っている 

のに国際ＡＰＷＳＬの段階での意思決定過程に 

一人の女性も労働者も積極的に関わっていない 

という問題をこの総会で解決すべきである。 

書記局の強化 

書記局メンバーが既存の労働組織や組合に基 

礎付けられようにするに当たって重要なのは、意 

思疎通と説明責任が十分に果たされることと、そ 

の書記局メンバーの出身国委員会と活動家たち 

が書記局メンバーの活動から切り離されてしま 

わないことである。 

ＮＧＯと労働ネットワーク 

ＡＰＷＳＬに参加している労働者をもっとＮ 

ＧＯの労働活動家と緊密に結びつけるべきであ 

る。

ＡＰＷＳＬとＴＩＥやＡＬＥなど他の団体と 

の関係を明らかにし、ＡＰＷＳＬの独立した意思 

決定過程と主体性を守るべきである。 

また他のＮＧＯや労働ネットワークがもっと 

効率的にできるような仕事を不必要にだぶって 

やらないことが重要である。 

財政

金がないことは大きな問題であるが、この  10 
年間ＡＰＷＳＬは多額の金を使ってきたが、草の 

根のネットワークは弱まってしまっている。 

ＡＰＷＳＬの活動、プロジェクト、計画を支え 

るのに使われた金はとても大切な資財である。し 

かし、その活動の中にはナショナルセンターや国 

際的な労働組合ネットワークの強化のために使 

われたものもある。意思決定過程での労働者の参 

加が弱いことの反映である。 

2005 年の総会の後、ＡＰＷＳＬが二本の足で歩 

いているのを見たいと思う。その一つは組織され 

た組合、労働ネットワークとＮＧＯである。 

もう一つはこのユニークな草の根の労働者の 

連帯ネットワークの中で労働者の参加と活動が 

強まることである。 

ジョン・メイナード 

アオテアロア／ニュージーランド 
2005 年 5 月 24 日
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くそったれ！ まだまだ女性の参加が必要 
原田 恵子（日本委員会共同代表） 

マレーシア総会に半分だけ出席してきました。 

詳しい内容は山崎さんやオイドンさんが書いて 

おられるので、私の感じたままを書きます。例に 

よって主観的雑感です。とても総会とは思えない 

杜撰な運営や準備でしたが、金のないなかで他の 

組織に助けられての開催ですから、致し方ない部 

分もありました。しかし、総会での議事運営は書 

記局が責任を持ってできることです。一番頭に来 

たことは、女性のコンビーナを軽視し、言葉の問 

題に関して努力のかけらも配慮がなかったこと 

です。私は APWSLと他のネットワークとの相違 

点は、女性労働者の問題だけに取り組んでいるの 

ではないが、組織の中で指導的な活躍の場を平等 

に女性と共有し、草の根の労働者の闘いに連帯す 

ることだと思います。 

総会で、書記局活動報告が出された中に、調整 

委員と共同議長の役割分担が書かれていました 

が、女性の共同議長のスリパイさんのことが全く 

書かれていませんでした。おかしいので質問する 

と、タイ国内の活動だけだと共同議長のルークの 

返事です。さらに、このことはムンバイの会議で 

確認されているとも言いました。世界社会フォー 

ラムの時に参加したメンバーで開いた会議です。 

私は女性労働者問題でワークショップを持った 

ので、その時のことは、はっきり覚えています。 

スリパイさんの役割がタイ国内での活動だとい 

ったので、おかしいと質問しました。「国際共同 

議長が国内問題だけをするなら各国委員会の代 

表とかわらない。どう違うのか？」と。ルークの 

答えは「タイは国際会議がたくさん開催される。 

そこへ、APWSL を代表して出席してもらう。国 

内でも国際的な活動をすることになる。」でした。 

そのことを今回の総会で言うと「忘れた。議事録 

にない。」でした。故意に記入しなかったとしか 

思えません。私は女性の指導者の育成にこだわり、 

その問題でワークショップを持ったムンバイで、 

ルークが追加説明をしなければ、到底受け入れら 

れないことです。 

その場しのぎの言い訳にすぎなかったと確信 

したのは、スリパイさんが一度も国際会議に招か 

れず、タイで開かれた国際会議にはルークが出て 

いたと知ったときです。今回の総会で１日交代で 

共同議長が議長をするのに、スリパイさんは開会 

挨拶だけで２日ともルークが議長をしました。 

私はこんなこと許されないと思って、スリパイ 

さんに個人的に話をしました。彼女は「私は英語 

ができないので仕方がない。悔しいけれど議長は 

無理だ。」と言いました。通訳をつければと説得 

しましたが、「自分が軽視されるのは英語ができ 

ないからだ。」と英語コンプレックスに終始し、 

悩みの深さに私は胸が締め付けられる思いでし 

た。私も英語ができる訳でもなく、彼女の辛さが 

よくわかります。スリパイさんは、誠実にタイの 

女性労働者の組織化や活動を推進している人で 

す。英語が出来るか否かで能力が判断されるもの 

ではありません。 
APWSL は便宜上英語で会議を行うが、全ての 

人が理解できるように配慮するのが原則です。そ 

のことを疎かにしては草の根の労働者との連帯 

など出来るものではありません。アジアの過酷な 

現場で働く労働者の生の声は英語などでは届き 

ません。国際会議で英語でアピールできる人の多 

くは代弁者にすぎません。私はフィリピンの女性 

活動家との交流がありますが、国際的に海外でフ 

ァシリテーター活動をしている人たちの多くは 

洗濯の泡も手にすることなく、高度な教育を受け 

た階層のひとたちです。這いずり回るようにして 

劣悪な労働条件のもとで働く人たちとの連帯を 

目指すのだから、たまたま英語を母語にしている 

▲ 総会で発言する原田・日本委員会代表。 

左は通訳をつとめた山崎氏
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だけの国の人が他の言語の人たちを悩ませる資 

格などありません。 

くそったれ！！と頭に来た私は、総会のために 

準備した英語の原稿を無視して全て日本語でや 

りました。時間はかかるけれど私が日本語で言っ 

ている間、各国委員会は英語の解らないメンバー 

に通訳することができるからです。私の覚悟を察 

した？韓国委員会もチャンさんが韓国語で発言 

しチョウさんが通訳しました。ルークの通訳時間 

もあたえない議事運営への抵抗でした。 

今回日本委員会は APWSL 存続のために努力し 

積極的に発言してきましたが、主体はアジア太平 

洋地域の草の根の労働者や労働組合であり、国際 

連帯活動の中心的なものではなく、ともに闘う仲 

間の一員として活動していきたいと思っていま 

す。

総会からはなれて、いつもの雑感を少々。１３ 

年ぶりのマレーシアは、空港に着いたときからび 

っくり。空港内の表示の日本語の多いこと。やっ 

ぱり英語の解らん人が多いのかなあ？入国審査 

場に行くのにモノレールみたいなものにのりま 

したが日本語のアナウンスが流れてまたびっく 

り。ここは関空かと一瞬おもいました。なんか変 

でした。以前の空港はもっと市街地に近かったの 

で、知っていると思っていたクアラルンプールが 

急に初めての所に思えて不安になりました。 

１３年前は国会議員と一緒だったので空港に 

大使館の車が迎えにきていました。議員が３人だ 

ったのでベンツが３台です。一人に１台です。税 

金を取り戻さなければと便乗しながら思ってい 

ました。大使主催の晩餐会でもしっかり食べたこ 

とを思い出しました。屋台街に行きたいと言うと 

ベンツに乗せられ、狭い所を車から降ろしてくれ 

ず迷惑になってはいけないのですぐにホテルに 

帰ったのを思い出しました。窮屈でたまらなかっ 

たので公式日程終了後すぐに同行の友人と一緒 

にマレーシア人の知人宅に泊まりにいきました。 

知人の女性は賭け麻雀が仕事で買ったら金の装 

飾品に換えてタンスに山ほど貯め込んでいまし 

た。現金より金が頼りになることを教えられまし 

た。彼女のお父さんはマレーシアとシンガポール 

に勢力を持つチャイニーズマフィアのボスでし 

た。私たちが日本の国会議員と日系企業の放射性 

廃棄物問題の調査にきたことも何も言っていな 

いのに、行動の細部まで知っていたのでおどろき 

ました。でも、種明かしを聞けば納得でした。マ 

レーシア政府は一般人に紛れ込ませて私たちを 

監視し行く先々に盗聴器をしかけて反政府活動 

をしないかと警戒していたのです。しかし、私た 

ちの矛先が日本企業だと知って監視だけしてい 

たそうです。ボスは政府内にも情報提供者がいる 

ので知ることが出来たのです。急速に経済成長を 

遂げた裏には国民監視体制が厳しいものだった 

ことを知り恐ろしくなりました。反政府的だと判 

断されると誰にも知れずに拘束し教育して政府 

にとって無害になったら帰すそうです。近所の人 

は出稼ぎにでもいっていたと思うくらい自然な 

形で。 

そういえば、日本で集会を開いたときも監視員 

みたいな人が来てたし、調査に行くときも日本大 

使から両国の友好のためにマレーシア政府の批 

判は避けるように忠告をされたっけ。私はこのこ 

とが頭から離れず、総会の会場でもホテルでも盗 

聴器をチェックしました。そう簡単に見つかるも 

のではないけれど気休めにはなります。そんな国 

で労働運動をしている人たちの声をもっと聞き 

たかったです。 

組合訪問はありましたが幹部のありきたりの 

話を聞くだけで現場の労働者や女性労働者の声 

はまったくきけませんでした。厳しい状況であっ 

ても、屋外の盗聴器のしかけられない広場の真ん 

中でも工夫しだいでどうにでもできます。マレー 

シア委員会が不参加だったのが心残りでした。連 

絡ミスで片付けられる問題ではないように思い 

ます。 

強行スケジュールだったのでどこにも行けず 

残念でした。私はモスクからお祈りの知らせを告 

げる声を聞くのが大好きで、じっと耳を傾けてい 

ると心が洗われる気がします。モスクにだけは行 

きたかったです。 

新書記局体制が発足し、日本委員会としてより 

一層の協力をと決意しています。
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ハラハラドキドキの総会とマレーシア労働組合訪問 

大井 呑（自動車産別連絡会議） 

５月３１日、６月１日とマレーシアのクアラン 

プールで開催された３年に一度のＡＰＷＳＬ総 

会に日本代表として初めて参加した。総会報告の 

前に５月３０日に実施されたエクスポージャー 

をまず報告しよう。 

マレーシア労働組合会議を訪問 

エクスポージャーはまず宿舎から目と鼻の先 

の  Sentral  KL 駅から電車で８つほど先の  Subang 
Jaya 駅へ行き、そこからタクシーに分乗してＭＴ 

ＵＣ（マレーシア労働組合会議）の事務所へ向っ 

た。Sentral  KL 駅のホームで驚いたのはルック・ 

イースト政策のたまものなのか、ホームのデジタ 

ル時計が秒まで表示していたことだ。電車のダイ 

ヤは日本以上に正確なのだろうか。 

ＭＴＵＣの事務所はビジネスビルの２つのフ 

ロアを使っているようだ。会議室でラジャ・セカ 

ラン書記長と質疑応答を行う。私が今総会に参加 

した目的のひとつに昨年１２月にＭＴＵＣの委 

員長に選ばれたサイードさんと会い、アジアの自 

動車労働者のネットワークについて意見を交換 

することがあったのだが、残念ながらサイード委 

員長は ILO 総会に参加しており留守であった。 

ラジャ書記長の話ではＭＴＵＣは２３０組合 

６２万人、組合組織率は１０％。マレーシアは政 

府の規制が厳しく企業別組合が結成される。労働 

法が改悪され組合結成がなかなか進まない。スト 

ライキは３分の２の支持が必要で７日前に予告 

しなければならず、かつ労働省の役人がチェック 

に来る。それを無視したら組合登録が取消されて 

しまう。ただし、６ヶ月たてば組合の再登録が出 

来る。ＭＴＵＣは政治的には国内治安維持法に反 

対しているが、特定の政党との関わりや支持はし 

ていない。現在、労働条件についての政労使３者 

構成の諮問委員会で４ヶ月間話合いを持ってい 

る。また、最低賃金制度がなく、最賃法の制定要 

求、未熟練労働者５００リンギット/月（約１４０ 

００円）を要求しているとのことだ。 

全国輸送機器・関連産業組合へ 

次にバスでＡＰＷＳＬの創立者の一人である 

アロキア・ダスさんが初代書記長で、サイードさ 

んが書記長をしていたＮＵＴＥＡＩＷ（運輸機器 

合同産業組合）の組合事務所へ行った。バスのシ 

ステムがどうなっているのか良く判らなかった 

が、停留所がないと思われる所でも乗る人が立っ 

ていれば停車して乗せてくれるようだ。Subang 
Jaya 駅近くまで一旦戻りバスを乗り継いだ。イギ 

リスの植民地だったせいで車は右ハンドルで左 

側通行と日本と同じだ。ただ違うのは交差点がロ 

ータリーになっている場所がかなりあったこと、 

また交差点で右折しようとした時に道に中央分 

離帯がありそのままでは右折が出来ない場合、左 

折して反対方向に走り中央分離帯が切れている 

所でＵターンする仕組みになっていた。日本でも 

事故が多い場所などは良い仕組みではなどと思 

った。 

ＮＵＴＥＡＩＷの事務所では書記長のゴパー 

ルさん、委員長のイスマエルさん、他２名の役員 

が応対してくれた。イスマエルさんとは２００３ 

年１２月ニューデリーで行われたアジア自動車 

労働者会議でお会いしていた。イスマエルさんは 

ニューデリーの会議でも無口であったが、ここで 

も同じでした。主にボパール書記長が説明した。 

ゴパールさんは最初に組合の歴史を説明。結成は 

▲ 議論もビールも尽きることなく。
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１９７１年７月、７５年の石油危機で５０％の組 

合が消滅、８５～８６年の不況期で３０％の組合 

が減る、９７年のアジア通貨危機でまた組合が減 

って、現在４７社で組合員は約７０００名、内２ 

０％は女性組合員。組合で最大手はデンソーマレ 

ーシアで組合員が約８００名、一番小さい組合で 

は組合員が５名。トヨタ、日産も以前はＮＵＴＥ 

ＡＩＷに加盟していたが、日本からの影響で脱退 

してしまった。ＮＵＴＥＡＩＷは国際産別のＩＭ 

Ｆに加盟しているそうだ。また、ＮＵＴＥＡＩＷ 

の執行部１７名中２名が女性。７月に派遣労働者 

問題でタイの自動車労働組合との会議を予定し 

ている。 

ペナンスズキでは２００２年にライン労働者 

を全員下請け工に入れ替えるということが行わ 

れた、現在裁判で係争中だそうだ。外注化、派遣 

といった問題はアジアでも深刻なようだ。グロー 

バル化の一端を垣間見た気がした。ここで昼食を 

ごちそうになった。チキンのマクドナルドとフラ 

イポテトとコーク、お土産に今年のメーデーに着 

用したＴシャツをいただいた。謝謝。エクスポー 

ジャーはこの２ヶ所で現場の労働者との交流や 

労働現場の訪問はなかったがマレーシア社会に 

少しだけ触れた気がした。 

ＡＰＷＳＬ総会第１日目 

総会は共同議長のタイのスリパイさんたちの 

寸劇（グローバリズムが侵略しているといった内 

容）で開催された。会議開催の導入としてはなか 

なか良いもので日本にはないものだ。最初に議長 

のルークから今回の総会に参加出来なかった台 

湾、香港、インド、ネパール、東チモール、バン 

グラディッシュ、パキスタン、マレーシア各委員 

会の報告があったが、３年に一度の総会に各国委 

員会が参加出来ない状況がＡＰＷＳＬのこの３ 

年間の活動の停滞を象徴している感じがした。し 

かし、中国、カンボジア、シンガポールといった 

新しいメンバーがオブザーバーで参加、インドも 

新たにシーメンス労組の書記長がオブザーバー 

参加。また、ＴＩＥアジアも今回の総会の受け入 

れ団体として参加した。 

調整委員のアントンさんは調整委員報告の中 

で正直に活動が不活発であったことを認めてい 

た。この辺は日本委員会も書記局に任せきりだっ 

た点を少し反省しなければならないのではない 

かと思った。 その後、各国提案と討議があり、 

第１日目を終了した。 

第１日目を終了した時点で原田さんが帰国し 

た。夜の便で帰り、早朝に到着し仕事に行くとい 

う強行日程。原田さんが精力的にスリパイさんた 

ちと話合い、元気付けていたのがとても印象的だ 

った。 

ＡＰＷＳＬ総会第２日目 

一番の懸案事項であった人事についての議論 

と選挙。調整委員はタイのパラットさんが立候補 

したが議長の成り手がなかなか出ない。日本委員 

会では全国運営委員会で議長を出さないと確認 

していた。山崎さんが地域調整委員を選出する地 

域会議を開き、検討することを提案し、各地域会 

議が開かれる。結果、地域調整委員に東アジア： 

山崎、南アジア：アントン、東南アジア：ノーマ・ 

ビーナス（ＫＭＵ）、太平洋：キャロル・ブリッ 

ジェン（ＮＺ）が選ばれた。そして韓国のチャン 

さんがオーストラリアが共同議長になることを 

前提にして議長に立候補すると決意表明し、オー 

ストラリア代表は急遽本国に国際電話を入れて 

共同議長になることを了解した（参加者一同ハラ 

ハラドキドキしました）。日本委員会はこの韓国 

委員会の英断に運動で答えていかなければなら 

ないと思いました。 

初めての総会参加でとまどうことばかりだっ 

たが大変貴重な経験となった。次回３年後の総会 

にはどなたでも積極的に参加するべきだと思い 

ます。また、ＡＰＷＳＬの規約は長い物でなけれ 

ば年に１回はリンクスに載せるべきです。今後３ 

年間、東アジアでの日本委員会の活動は非常に重 

要で、注目されることになります。
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ＪＲ西日本にまともな労組があったら 

尼崎事故は？ 
山原 克二 

４月 25日に福知山線で発生した脱線事故では、 
100 余人もの死者と 500 人もの負傷者を出し、Ｊ 

Ｒも遺族に「すべて会社に責任がある」と謝罪し 

た。事故原因は、過密かつ高速の運行と、ＡＴＣ 

が旧型のみで、線路設計の手抜き、にもあったと 

指摘されている。 しかし、 海外での大きな反響は、 

「２～３分毎というダイヤ」「130  キロという高 

速」「遅延  1 分半での回復運転」など、信じられ 

ない日本型システムと管理に集中した。 

また、アルミとステンレスによる軽量車両が、 

被害を一層大きくしたが、同様の車両は、ＪＲ発 

足後に新造された電車の大半を占める。「快速」 

どころか、全国の新幹線も同様であり、輸出され 

た台湾新幹線も例外ではない。大震災の際に台湾 

を訪問した際、台湾国労の仲間がズタズタになっ 

た鉄道とその被害を案内してくれた。その時「日 

本から新幹線を買おうとしているが、地震対策は 

どうなっているの？」と、問われ、絶句してしま 

った。「ブレーキをかけて、何キロで停止するか 

しないか、しかないので、在来線の速度を越えな 

いようにしたら」と、応えてしまった。 

「諸外国の鉄道は、よく遅れる」というが、航 

空機・バスも同様であるし、別に生活やビジネス 

に問題はない。 何分かの遅れでは、 正確なほうで、 

新聞報道も、労働者への処分もない。日本では、 

国労ツブシの際の「人材活用センター」と同じ本 

質の、「日勤教育」という、人権侵害の懲罰や、 

労組脱退工作の不当労働行為、 さえある。 また 「私 

鉄との競争」というが、ＪＲは、私鉄を打倒する 

ために、速度をウリに、客を奪っていっている。 

私鉄各社の企業問題も露呈する中、一人勝ち＝Ｊ 

Ｒは、まるで、国家独占資本のようだ。 

ＪＲ西日本にある「連合」系の多くの労組は分 

割民営化を是認し、労資一体で推進してきた。逆 

にその利益至上主義が事故の一因となり、乗客と 

ともにＪＲ社員も被害者にもなった。いや、それ 

どころか、加害者にさえ、されかねない。一方、 

民営化に反対し、資本の集中攻撃を受けてきた 

「国労」は、西日本本部の名で、「日勤教育には 

反対しない」、との信じられない声明を発表した。 

１０４７名の解雇者【国労闘争団】が、体を張っ 

て、長期闘争を展開しているのに。 

ＪＲは、御用労組を都合のよい時だけ利用しつ 

くし、今度はつぶしにかかる。さようにＪＲ資本 

は冷酷である。残念ながら、ＪＲ西日本には、あ 

るべき労働運動があった、とは思えない。雪印乳 

業や三菱自動車のモラルハザードを比較するま 

でもなく、企業と労組の社会的責任は大きい。内 

部告発のみが、最後の労組に任務であるかのよう 

にみえる。しかし、それも 15年遅く｢まともな労 

組があったらなあ」 と、 改めて思わざるをえない。 

資本と御用労組に労働者の国際連帯で反撃を 

たたかうフィリピントヨタ労組に激励と支援を 

「即時、団交を行え」との ILO 勧告・フィリピン 

最高裁判決を無視し続けて来たフィリピントヨ 

タ社は、つい最近になって汚い手でフィリピン政 

府を抱き込んで、団体交渉権の再承認選挙を行う 

命令を得ました。 TMPCLO というトヨタの御用組 

合を日本のトヨタ労連が後押しをし、自動車総 

連・IMFJC までもが支援を始めました。 

承認投票は  TMPCWA（フィリピントヨタ労組） 

と  TMPCLO との間で８月中にも争われる予定で 

す。現場労働者の過半数の票を得た方が団交権を 

得ることになります。」 

そこで再度のお願いです。フィリピントヨタ社と
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フィリピン政府への抗議文送付とフィリピント 

ヨタ労組への激励文送付をお願いします。 

今回、レーバーネット日本のご協力で、インター 

ネット上から抗議文と激励文を簡単に送信出来 

るホームページを作成いたしました。下記ＵＲＬ 

にアクセスして送ってください。よろしくお願い 

します。 
http://www.labornetjp.org/Campaign/2005/toyota 

また、英文のホームページも作成しました。海外 

の友知人にもご協力要請していただければ幸い 

です。英文のホームページＵＲＬは 
http://www.labornetjp.org/Campaign/2005/toyota_eng 
です。 

最新情報はフィリピントヨタ労組を支援する会 

のウェブサイトで 
http://www.geocities.jp/protest_toyota/index.htm 

以下の情報は支援する会などからの転載です。 
 

現状に関する最新情報 

2005年 7月 11日、 TPCWAの顧問弁護士事務所は、 
DOLE―すなわち労働雇用省より、トヨタ経営陣 

の御用組合（トヨタ・モーター・フィリピン・コ 

ーポレーション・レイバー・オーガニゼイション 
TMPCLO）が提出した承認投票申請を認める旨の 

決定を、受け取りました。このニュースはトヨタ 

の工場内部でも、瞬く間に駆け巡りました。 

調停・仲裁委員の決定が出される前に、トヨタ・ 

モーター・フィリピン・コーポレーションの執行 

副社長デイヴィッド・ゴー博士が、TMPCWA の 

全組合員の氏名をリストアップせよと、2005 年 7 
月８日に、LMC（LaborManagement  Council 労使 

評議会）に指示するとともに、投票の実施を準備 

せよと  LMC に指示したとの情報が、私達の有力 

な内部組合員からもたらされています。 

労働雇用省の決定の背景には、トヨタにおける真 

の労働組合主義が燃え広がり、一般労働者からの 

根強い支持を獲得し続けていることによって、ト 

ヨタ経営陣が TMPCWA という真の労働組合の破 

壊に失敗したという、その真実を覆い隠すために、 

トヨタと労働雇用省とLMCとTMPCLOとの共謀 

と馴れ合いによって予め仕組まれた計画の一端 

が伺われます。 

トヨタ経営陣は、ますます大きくかつ強くなりつ 

つある、労働者の国際的団結の絶えることなき支 

持に、真剣に悩んできました。また経営陣は、 
TMPCWA 組合との交渉開始の差止を解除した、 

フィリピン最高裁の最終決定を尊重しないフィ 

リピン・トヨタを非難する TMPCWA の国際的支 

持者の抗議行動を恐れてきました。 

トヨタ経営陣は、ILO（国際労働機関）が、不当 

解雇を受けた 233名の労働者のうち 167名ほどの 

労働者の復職、組合の承認およびを組合との交渉 

開始の勧告を、執行して来るのではないかと恐れ 

ています。 

トヨタ経営陣は、この国で起こりつつある一大政 

治的危機の事態の只中において、同時に上記の決 

定をスピードアップすることを決定しました。経 

営陣は、もしもフィリピンの現大統領がその職を 

追放されることになれば、新政府の指導力は 
TMPCWA に対するトヨタの立場を弱体化するで 

あろうと想定してきました。 
TMPCWA では、不服申立を提出しはしますが、 

上に記したとおり、トヨタ経営陣の予め仕組んだ 

計画ですから、労働雇用省は承認投票の実施をな 

おも進めるであろうと、読んでいます。 

承認投票が実施され、経営陣の御用組合がこの投 

票に成功するようなことになれば、過去 4 年間に 

わたる TMPCWA の一切の勝利と苦闘が水泡に帰 

してしまいます。 

日本のトヨタ本社は、現在係争中の労働争議を、 
8 月までに終結したいと思っており、そのために 

この汚い承認選挙実施の陰謀をスピードアップ 

しているのです。 
TMPCWA は、トヨタ資本のこの計画を打ち負か 

すためのあらゆる方策を検討しているところで 

す。 

可能性について 

労働雇用省の決定には、承認投票が実施された場 

合、労働者が選ぶべき 3 つの選択肢を挙げていま 

す。 

１．トヨタ・モーター・フィリピン・コーポレー 

ション・レイバー・オーガニゼイション 

（TMPCLO） 

２．トヨタ・モーター・フィリピン・コーポレー 

ション・ワーカーズ・アソシエイション 

（TMPCWA）
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３．組合なし 

私達は、承認投票に参加する可能性も見ています。 
TMPCWAがこの承認投票で再び勝利したならば、 

可能性としては、会社はその工場内に真の労働組 

合主義を望まないがゆえに、トヨタ資本は依然と 

して TMPCWA を受け入れ承認しないことがあり 

うるということを、全労働者にむかって実証して 

みせたいと欲しています。もしもこの事が事実と 

して起きたならば、労働者を喚起し、組織し、結 

集することがより一層容易になるでしょう。 

このような状況下で、馴れ合い勢力は野合し、御 

用組合への投票運動のためのより多くの署名集 

めにやっきになっています。会社は、私達が昨年 

保釈金を支払った期間がすでに切れたことを理 

由に、全組合員の逮捕状の発行を要求しています。 

経営陣のこの作戦は、私達の組合員とその他の内 

部労働者の結束固めに注ぐ私達の力を分断する 

可能性があると、目下私達はみています。 

即時可能な行動 

労働雇用省の決定を非難するとともに、決定から 

「手を離すこと」を求め、代わって TMPCWA と 

の交渉を開始せよとのフィリピン最高裁の決定 

を尊重し、 あわせて ILO 勧告を尊重せよとの抗議 

の手紙を、フィリピン・トヨタに出して下さい。 

承認投票手続を後援したり実施したりしないよ 

う非難する抗議の手紙を労働雇用省に出して下 

さい。 

また皆さんは、貴方方の組織の名前で、労働者の 

真の利益を促進するために闘ってきた、 TMPCWA 
の長期にわたる真の闘争を信じ支持する旨の、フ 

ィリピン・トヨタ労働者向けの貴方方の声明やビ 

ラを送って下さることも出来ます。それを私達に 

送って頂ければ、私達がコピーをマスプリして、 

工場の内部で配布します。（私達はそのための若 

干のカンパも必要としています。） 

資本家とその御用組合の馴れ合い御用組合指導 

者達の汚い陰謀を曝露し、これに反対するため、 

来週以降、少なくとも週  2，3 回の頻度でチラシ 

を配布します。 

以上の理由により、TMPCWA のすべての仲間お 

よび支援者に、この状況を乗り越えるためのあら 

ゆる方法での支援を差し伸べて下さるよう、訴え 

る次第です。 

フィリピントヨタ労組 

フィリピン・トヨタ争議で小泉首相、国会答弁 

社民党 阿部知子議員が今第  162 国会でトヨタ自動車株 

式会社のフィリピンでの労使紛争に関する質問をして政 

府見解をただしました。 その質問主意書と小泉首相の内容 

の無い政府答弁です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

質問本文情報 

平成十七年四月二十八日提出 

質問第五九号 

トヨタ自動車株式会社のフィリピンでの労使紛争に関す 

る質問主意書 

提出者 阿部知子 

トヨタ自動車株式会社のフィリピンでの労使紛争に関す 

る質問主意書 

近年、企業の社会的責任に関する関心が高まり、多国籍 

企業の責任ある事業活動の基準を定めた 「ＯＥＣＤ多国籍 

企業ガイドライン」も注目されている。そこでは、海外子 

会社の活動について、 親会社の負うべき責任についても定 

めている。 

二〇〇〇年に始まったトヨタ自動車株式会社の海外子 

会社であるフィリピントヨタ社労使紛争は、 現在も全く解 

決の糸口が見えない状況である。 

このフィリピントヨタ社労使紛争に関し以下質問する。 

一 「ＯＥＣＤ多国籍企業ガイドライン」は、「労使の相 

互の関心事項について、 使用者と従業員及び従業員の代表 

との間の協議及び協力を促進する」（Ⅳ、雇用及び労使関 

係の２項Ｃ）としているが、トヨタ自動車株式会社の海外 

子会社のひとつであるフィリピントヨタ社は、 フィリピン 

トヨタ労組が二〇〇〇年に選挙で唯一の団体交渉権を獲 

得したにもかかわらず、団体交渉を拒否した。このフィリ 

ピントヨタ社の行動は前記ガイドラインの趣旨に反する 

と思われるが、政府の考えを示せ。 

二 フィリピントヨタ労組とフィリピントヨタ労組を支 

援する会は、二〇〇四年三月、トヨタ自動車株式会社とフ 

ィリピントヨタ社の行動がＯＥＣＤの 「多国籍企業ガイド 

ライン」 に違反していることを同ガイドラインの日本にお 

ける窓口であるナショナルコンタクトポイント （＝ＮＣＰ、 

外務省、経済産業省、厚生労働省の三省で構成）に正式に 

問題提起した。しかし、問題提起から一年を経過したにも 

かかわらず、ＮＣＰはいまだ回答を示していない。ＮＣＰ 

を構成する三省のこれまでの活動実績について具体的に 

示せ。 

（１） 外務省は、在外公館を通じて、フィリピンでど
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のような情報収集を行ったのか。 

（２） 経済産業省は、 トヨタ自動車株式会社からいつ、 

どのような方法で事情聴取をしたのか。 

（３） 厚生労働省はどのような活動を行ったのか。 

三 フィリピントヨタ労組のＩＬＯ結社の自由委員会に 

対する提訴に対して、ＩＬＯは二〇〇三年十一月、労組側 

の主張を支持する勧告をフィリピン政府に行った。 その主 

旨は、フィリピントヨタ社の責任を問うものであり、つま 

りは親会社であるトヨタ自動車の責任を問うものと考え 

るが、政府の見解を示せ。 

四 フィリピントヨタ社は、 二〇〇一年労働雇用省主催の 

公聴会に参加したフィリピントヨタ労組員二百二十七名 

を、無断欠勤を理由に解雇した。しかし、このフィリピン 

トヨタ労組員の行動は、 フィリピントヨタ社が団体交渉に 

応じないまま、団体交渉権の無効を労働雇用省に訴え、労 

働雇用省がその可否を判定するに当たって重大な影響を 

及ぼす公聴会への参加であったこと、またこの行動は、フ 

ィリピントヨタ労組が会社側に事前通告し、 また代替労働 

の提案をした上でのものであったことを考慮するならば、 

日本であれば決して直ちに解雇になるような事案ではな 

いと考えられるが、政府の考えを示せ。 

五 トヨタ自動車株式会社の海外子会社のひとつである 

フィリピントヨタ社のこの解雇通告は、 多国籍企業の公害 

の輸出と同等の不当労働行為のフィリピンへの輸出に当 

たると思われるが、政府の見解を示せ。 

六 また、 前記フィリピントヨタ労組の団体交渉権につい 

て、フィリピントヨタ社は、その無効を求めてフィリピン 

高等裁判所に訴え、同時に、フィリピン高等裁判所に団体 

交渉の仮差し止めを求め、 フィリピン高等裁判所はこの仮 

差し止めを認めた。 しかしフィリピン最高裁判所はこの高 

等裁判所の団体交渉の仮差し止めを無効とする判決を出 

した。だが、フィリピントヨタ社はこの司法の最高府の決 

定を無視し、 いまだにフィリピントヨタ労組との団体交渉 

に応じようとはしない。 このトヨタ自動車株式会社とその 

海外子会社であるフィリピントヨタ社の行動は日本の多 

国籍企業と日本の名誉を著しく傷つけるものであると考 

えられるが、政府の見解を示せ。 

七 また、 フィリピン議会下院はフィリピントヨタ社の不 

当労働行為についての調査を開始し、 この調査に協力する 

ようフィリピントヨタ社を「労働と雇用に関する委員会」 

に招請したがフィリピントヨタ社はこれに応じなかった。 

このフィリピントヨタ社の行動は日本の多国籍企業と日 

本の名誉を著しく傷つけるものであると考えられるが、 政 

府の見解を問う。 

八 日本企業の海外進出の増大につれ、 今後海外での労使 

紛争が多発すると予想されるが、 政府として問題に対処す 

る枠組みを検討する予定はあるか。 

右質問する。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

答弁本文情報 

平成十七年五月十七日受領 

答弁第五九号 

内閣衆質一六二第五九号 

平成十七年五月十七日 

内閣総理大臣 小泉純一郎 

衆議院議長 河野洋平 殿 

衆議院議員阿部知子君提出トヨタ自動車株式会社のフィ 

リピンでの労使紛争に関する質問に対し、 別紙答弁書を送 

付する。 

衆議院議員阿部知子君提出トヨタ自動車株式会社のフィ 

リピンでの労使紛争に関する質問に対する答弁書 

一について 

御指摘の件については、 現在関連する情報を収集してい 

るところであり、現時点では、見解を示すことは困難であ 

る。 

二の（１）について 

外務省は、在外公館を通じ、御指摘の件の事実関係及び 

フィリピンの関係国内法令の解釈等につき、 現地の関係者、 

フィリピン政府及び現地の法律専門家等から情報収集を 

行っているところである。 

二の（２）について 

経済産業省は、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）が作成し 

た多国籍企業の行動指針の日本政府連絡窓口に対して平 

成十六年三月に問題提起された後、 同年十月及び本年三月 

の二回にわたり、 面談によりトヨタ自動車株式会社から事 

情を聴取しているほか、 必要に応じ電話などにより事情を 

聴取しているところである。 

二の（３）について 

厚生労働省は、ＯＥＣＤ労働組合諮問委員会のメンバー 

である日本労働組合総連合会に連絡し、その後、必要な情 

報の交換を行っているところである。 

三について 

フィリピントヨタ労働組合により申し立てられた御指 

摘の国際労働機関の結社の自由委員会の勧告は、 フィリピ 

ン政府に対するものであり、政府としては、見解を述べる 

立場にない。 

四及び五について 

御指摘の件はフィリピンにおいて起こっているもので、 

同国の国内法制に従い判断されるべきものであり、 我が国 

の法制に照らした見解を述べることは適当でないと考え 

ている 

。

六及び七について 

御指摘の件については、現在、関係省において関連する 

情報を収集しているところであり、 現時点では見解を示す 

ことは困難である。 

八について 

外国において発生した労使紛争については、本来、その 

国の国内法制に従って処理されるべきものであり、 政府と 

してこれに対処する新たな枠組みを検討する予定はない。
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スウェーデンから Hej！４(前編) 

榊原 裕美 

素晴らしい季節は休むもの 

連帯という競争力 

1月に娘が来たとき、公園の高台からの風景を見せたく 

て、 日暮れと競争して午後４時に駆け回ったのが嘘のよう 

に、 夜になっても明るい昨今、 まるで違う国のようである。 

天気のいい日は、本当に素晴らしい。鮮やかな緑と、短い 

初夏に咲き乱れる花々と真っ青な空、 突然びっくりするよ 

うな雨が降っても、あちこちにある森が、雨を吸ってくれ 

て、道があふれるようなことはない。それも、あっという 

間にやんで、まるで嘘のように晴れ、そうかと思うとまた 

降り始め、なんと気まぐれな空だろう。必ずすぐやんでし 

まう雨に、傘を持ち歩く習慣がなくなってしまった。さわ 

やかな空気の中、 バルコニーから夜１０時に沈む夕日を見 

つつ、部屋にいるだけで汗だくになる狭い日本を思えば、 

贅沢な人生の休暇だなあと思う。 これまで働いて税金を収 

めた「還付のもらえる幸運」は日本人としては稀有であろ 

う。 スウェーデン人なら今年から導入された 1年の自由休 

暇で賃金の 68％を保証されさらに優雅だ。（前回「市民賃 

金」として言及したが、1年間の休暇を国が補償し、その 

間失業者に 1年間職を与えようという「市民賃金」ベーシ 

ックインカムとは若干異なるものだったようだ。） 

つらい労働生活の中で３０歳になったとき、 あと１０年、 

４０になったらきっと子どもの手が離れて、 思ったような 

人生を送れる新しい可能性を手に入れているだろうと思 

ってそれを励みにした。 客観的な状況は思いもかけずそう 

なったが、 この国が労働者であることを大切にする国であ 

ればあるほどますます落胆している 44 歳の私は希望では 

なく絶望に満ちている。それに、詮ないことだが 30 歳の 

私がこの国で子持ち労働者をしていたなら、 子どもを巻き 

込んであんなに悲しい苦労もなかったろうにと思えて切 

なくなる。 

私のスウェーデン通信は  1 回目から同じ場所をぐるぐ 

る回っているような気がする。1年を経てようやくスウェ 

ーデンの秘密に迫れた気はするが、 気持ちはスウェーデン 

の空のようには晴れないのだった。 

「天国に一番近い労働者」たち―労働の脱商品化 

夏のスウェーデンには驚かされる。 経済活動がほとんど 

止まってるのではないかと思うほどだ。いや、お店はやっ 

ているんだけど。 スウェーデン一の発行部数を誇る無料！ 

新聞メトロもずっとお休みだ。 

この間例の教育委員会で「職場のフィーカ」初体験。ホ 

ントに１０時と２時半に約３０分ずつ(規則は１５分)お 

茶をしておしゃべりして、 夏は４時に帰ってしまうのだ…。 

役所は通常５時まで勤務が、 ３ヶ月間は１時間短縮の夏時 

間(ただし朝は早く、８時からだ)。国家公務員は、５月か 

ら９月の５ヶ月間 4時まで勤務。 

学校の図書館が１０時４時でしまってしまうのは仕方 

がないが、休み中も使えるはずの学校のトイレや教室も、 

掃除の手間を半減させるためか、半分鍵がかかっている。 

バスも６月から約３ヶ月間１０分おきが２０分おきに。 年 

に５週間のバカンス、つまり３５日間休暇(全部いっぺん 

にとらずに冬に残したりするそうだ)、をそれぞれが勝手 

に取るこの時期、半分仕事は止まったようになるようだ。 

みんなこの素晴らしい天気を満喫しにあふれんばかりの 

緑の自然の懐へと戻るので、 人の減った町での仕事は少な 

い。観光地で働いているかといえば、余暇を過ごしにみん 

なキャンピングカーで自炊するので、働く人は必要な 

い・・・。 レジャー産業というものもたいしてないようだ。 

そもそも休暇にもお金が出るらしい （長い冬を健康に暮ら 

すためと思えば医療費の節約になり経済的に引き合うの 

か）。 

どうして日本は３６５日、フル回転しているのか、不思 

議な気もしてくる。フル回転といえば、この国は夏じゃな 

くても、 ゆったりした働き方なのはこれまで紹介したとお 

りだ。６月末の木曜日、4時（担当者が短時間勤務なので） 

に間に合うようにアパートの管理会社に駆けつけたら、 土 

曜日の夏至祭の前夜祭の前日ということで、12 時で閉ま 

っていて愕然。その週の労働日は３日と半日…。先日見学 

に行ったヨンショピン自治体(コミューン)の老人ホーム 

の介護の仕事の日課では、食事・2回のフィーカと別に４ 

５分の休憩が取れるらしい。 家にいてお茶を飲んだりお隣 

の人とおしゃべりしながらの主婦の仕事と同じペースか 

も。でも、お年寄りにとっては、なによりちゃんと介護の 

人がいてくれることが安心だし、 追い立てられない仕事振 

りはお年寄りのゆっくりのペースにも合っている。 体力の 

要る介護仕事には休息が必要。 それに体をいためないため 

の器具も工夫されていて、快適さと、介護のしやすさが追 

求されている。病気の給付を節約するために（！）と職員 

の健康維持用のジムもあった。給料が安いのは不満でも、 

高くするためにもっと働こうとはまったく考えない。 2004 
年の職種別賃金表を見ると、 この介護の仕事は自治体の中 

でも低い方の仕事で、 基本給２３万で年収 270万くらいの 

ようだ（偶然にも、これは昔経済企画庁が主婦労働を測量 

した評判の悪い数字とほぼ合う…）。 

見る人がいないので自分ちの犬を連れてきてた人もい 

たし、 この間は大学の工事の男性が夏休みだからか小学生 

の息子を連れて仕事していた。ここではアグネス論争（古 

い…）は成り立たない。IKEA  ＩＴに最近就職した 28歳 

の日本人女性の  300 人規模くらいの専門職職場にも当然 

組合はあって、彼女は小さな犬を飼っているが、同じＩＫ
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ＥＡに就職しているスウェーデン人の彼がカナダに研修 

に行っていない間など、 職場の人も犬の世話は大丈夫かと 

声をかけてくれ、早めに帰っていたそうだ。西部遷が、昔 

育児休暇があるなら猫休暇もよこせ、と、働く女性の権利 

を揶揄していたのを思い出すが、 ここでは真面目に犬休暇 

も通りそうでもある…。（というか制度化の必要はなく職 

場の人が融通してくれる。） 

自己裁量権が強いというか、管理されないというか。 

「スウェーデンの労働時間政策のその他の側面につい 

ては、労働組合と社会民主党が、フランスの空想的社会主 

義者チャールズ・フーリエの言葉をいくつか借りて主張を 

唱えていると言えば充分だろう。つまり、フーリエの著作 

『ユートピア』では、遊びと仕事の間に、明確な境界は存 

在しない」…そうだ。 

http://www.jil.go.jp/foreign/jihou/2005_4/sweden_03.htm 
より（旧 JILの海外事情スウェーデンを参照。どの翻訳記 

事も大変興味深い。） 

私がこれが本当では、と思っていた“夢の労働者生活” 

はここでは当たり前の風景だった。 仕事が 4時で終わった 

あと、日曜日は閉店で、平日 6時までのお店に駆け込んで 

買い物に走るのか聞いたら、 買い物する日は病欠休みにす 

るそうだ（バカンスとは別に保障）。アブセンス（恣意的 

な欠勤）率が２０％（日本は３％）とは毎日５人に１人は 

お休みしてる勘定だ。子育て中にいたっては半分が欠勤 

（16 ヶ月 480 日間の育休の 8 割は女性がとっている。そ 

れでも 18.9％の男性の取得率は世界一）。 

かといって経済は順調で、スウェーデンの大企業 20 社 

の今年の株式配当予定を 2004年と比べてみると 85%増と 

いう話。 ただし現在の好況は雇用の拡大につながってない、 

と指摘があり、 企業が増収したって雇用率が上がらなきゃ 

しょうがない、 という気分が完全雇用が破綻したといわれ 

る現在でさえ伝わってくる。 それも９０年の経済危機以来 

勤勉になってアブセンティズムが下がっているせいで雇 

用率が上がらないという人もいるそうだ。 みんなが仕事熱 

心になったら失業が減らない？働きすぎなどもってのほ 

かの社会悪。 働かなきゃ会社がつぶれるという脅かしにな 

じみ深い私たちには、にわかには納得しがたい。 

暮らしに困らない（まるで主婦）のに仕事をするのは、 

お金のためだけでも、雇ってくれる会社のためでもない 

（雇用保障するのは会社ではなく政府）。会社への「愛社 

精神」があるとするなら、そこで毎日付き合う同僚との連 

帯感だ。つまり、毎日一人でさびしい失業より、同僚との 

毎日のフィーカのおしゃべりの方がよい。全員参加の“時 

間内ノミュニケーション”で、 “アフターファイブの明日 

の朝までノミュニケーション”は必要ない。（第一酒に弱 

い国民性から、準禁酒的政策で不可能だ。）そもそも人は 

失業の恐怖から勤勉になるのではないのは、 賃金が高くな 

く生活がかかってなくても働き者の日本のパートが証明 

済み。 

ヨーテボリのボルボの自動車工場を見にいった。 女性が 

２７％で、65 カ国の人が働く工場だ。マトリックスに出 

てくるような動きのロボットに驚いたがよくみるとねじ 

まわしみたいな簡単な作業しかしておらず、 同じものをた 

くさんつくる作業はほとんど機械化。 働く人は自転車で構 

内をゆっくり走ったり、 お茶の飲みながら数人のグループ 

で歓談している（多分仕事の相談）。見学者の私たちに手 

をふってくれ、とってものどかな職場だったが、完成途中 

の車に貼ってある紙をみて一つ一つ違う注文に応えて車 

を作っていた彼らの技術はすごいのだと思う。（前夫はボ 

ルボで事故って怪我ひとつしないですんだ）。最近、燃え 

尽き症候群が女性でも増えているそうだ。 国家公務員はサ 

ービス残業が横行しているという話も聞く。 スウェーデン 

人は責任感が強いというのは本当らしい。 

スウェーデンでは結構バスや電車の時間も正確だ。5月 

均等待遇のツアーで来た人たちとストックホルムをショ 

ッピングしてる時、福知山線の大事故のことをさし、日本 

は大変だったねえ、とお店の人に同情されたが、デンマー 

クに比べれば、 スウェーデンの交通機関は立派なものだと 

思う。「今では、すべての列車の 93%が定刻どおりに動い 

ている！」 というスウェーデン国鉄の広告が出ていたそう 

だ。その広告の隅には小さく「 “定刻どおり”とはダイヤ 

の 15分以内に到着した場合のこと」。 この国は定刻主義だ。 

特にお店や図書館が閉まる時間がとても正確である …。 

それにしても、 ９００万人でひとつの国をまわしている 

のにどうしてこんなに労働時間が少ないのか。 ９００万人 

でまわすからうまくいくのか。 

日本ではどうしてあれほど仕事していたのか不思議だ。 

労働生産性が低すぎないか？！自発的に夜中まで仕事を 

やって労働基準法を守って定時に帰る人を「サボってい 

る」と規定したあの働き方、あれはなんだったんだろう。 

定時で帰れていれば子持ち女、などという、生物学的に規 

定されやすい戦術を取る必要なんかなかった。 楽しく仕事 

をしていると、 あの人は好きなことは頑張るけど…などと 

いわれ、 つまらないことを我慢して熱心かつ忙しそうにす 

る偽装が必要だった。 連日残業はほとんど意味ない習慣だ 

った。 賃金は労働や生産ではなく苦労の対価のようだった 

（少なくともうちの職場の事務系は）。余分な管理の仕事 

が多すぎる。 もうずいぶん前に辞めていた女のユニオンの 

書記長の肩書きの私の名刺がなぜだか上司の申し送りに 

なっていた…。 

労働組合も拘束時間を減らすことより増やすことばか 

り。民間の組合活動家だった人に、組合をやるのなら人の 

３倍仕事をしなくては、 といわれあっけにとられたものだ 

った。それじゃ経営者の思う壺じゃん…。それに家庭責任 

はどうなる？ 

スウェーデンでそんなことをしたら、 まったく職場の信 

頼を失うだろう。 

余計な仕事をしないで雇用を分け合う方向と、 余計な仕 

事を増やして、雇用を作り出す方向の違い…。 

スウェーデンの秘密は、 ブルーカラー労働者を基本にした 

社会だということである。 彼らにとって｢われら｣の政府が 

あるっていうことなのだ。働く時間を少なくして（つまり 

資本家からの搾取を減らして）、働く間も自己裁量をなる 

べく拡大したい。 こういう当たり前の労働者の要求をかな
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えるために、 労働者が資本家と素手で対決するのではなく、 

政府の仕組みを労働者の側に引き寄せて使用者側を制御 

して可能にしているのだ。 資本主義的な生産関係を維持す 

る代わりに、労働者の自己裁量を増やす実利を取る。被抑 

圧者としてのマジョリティの労働者側総体の使用者側と 

の取引は、数を押しての政治を通して有利になる。そして 

それが、企業の収益の悪化を招いたり、人件費の高コスト 

によって、高失業を招かない仕組みになっている。 

こんな仕組みがどうしてできたのか。 アンデルセンが言 

う社会民主主義的人間が多いから(自由主義的人間はみん 

なアメリカに行ってしまった)といってしまえば話はおし 

まいだ。スウェーデンについては、非戦と女性の参加がこ 

れに大きく寄与したと、私には思われる。 

「戦争の装置でない」国民国家と婦人参政権 

国民国家とは戦争を遂行する近代が発明した単位であ 

る、とどこかで聞いた。日本の歴史と、欧米の帝国主義の 

争いを見れば、 まさにそうだ。 帝国主義とナショナリズム。 

この二つは、階級支配関係を死守し、かつ資本主義の中で 

国内で必然的に激化する階級意識を緩和する特効薬であ 

った。「近代」も「国民国家」もネガティブなものにしか 

思わなかった私だが、 でもその近代においてナポレオン戦 

争以後１９０年間戦争をしていないスウェーデンという 

国民国家の果たしている機能を見ると、「近代」もなかな 

かやるし、「国民国家」の「平和利用」もありかもと思え 

てくる。 

自らの王制が途絶え、 フランスからナポレオンの配下の 

将軍ベルナドッテを連れてきて、 新しく王様にしてしまっ 

たスウェーデン人のその｢智恵｣はどこから来たものかわ 

からないが、 それ以来今に至るまで王様と平和を手にした 
(王制がないからといって、ナショナリズムがない、とは 

いえないのはアメリカをみれば明らかである)スウェーデ 

ンでは、 その二悪に阻害されることなく｢近代｣をすすめて 

きた。 

1860 年から  1930 年代まで、人口の  20％にあたる  120 
万人が新大陸のカリフォルニア・ミネソタ・シアトルに移 

民する貧しい農業国だったスウェーデンは他のヨーロッ 

パ諸国から刺激を受けて遅れて工業化が進み始め、 資本家 

と労働者の対立は定石どおり激化した。 

1846 年に植字工たちが初めての労働組合を作り、1869 
年には最初のストで賃金協定を結んだ。1898年、ＬＯ（ス 

ウェーデン労働組合総連合。現在組合員数約２００万人） 

が結成されると、その結成に押される形で 1902 年に結成 

される使用者側の中央組織ＳＡＦができた。 SAFは、採用 

および解雇、 生産経営の完全な権利をもつという使用者の 

「採用の自由」という考え方と引き換えに 1906 年労働組 

合の諸権利の承認した。（「12月の妥協」と呼ばれている） 

日本で大正デモクラシーと呼ばれていた時代、1920年、 

世界初、選挙で社会民主労働党(社民党と略。1884年結成) 
が政権をとり、普通選挙制度・婦人参政権も次々確立され 

た。 それまで各地のグループができていた社民党女性同盟 

が 1920 年全国組織を作ったのは、女性たちがこうした新 

しい時代に果たした役割が大きかったことを物語ってい 

ると思う。 労働者と同時に女性たちも政治参加を勝ち取っ 

ていったのである。 ロシア革命を片目で見ながら反面教師 

にしたのかどうか、社民党は、短期政権を経験しながら、 

コンセンサスの政治をたくみに作り上げ、 当時の火急的な 

課題、 失業に対して有効な手立てを打ち出して信頼を勝ち 

取った。 以来完全雇用がこの政党の党是である。 日本でも、 

少し遅れて女性の運動や、 民主主義や社会主義の運動の息 

吹が芽生えたのに、 泥沼の総力戦戦争へ転がり込むことを 

阻止し得なかった。日本で弾圧と侵略の時代だった  1932 
年から、さらには高度成長期を通じて 1976年までほぼ 33 
年にわたってスウェーデンでは社民党が単独政権を担っ 

た。ファシズムを経験しない国の大衆社会。企業間の営利 

活動と競争と国による統合によって束ねられた戦争に彩 

られた極東の富国強兵国家とは、成り立ちが全然違う。教 

育の場においても、日本での団体行動や集団的行動は、常 

に横の連帯より上からの統制であって、戦後 15 年後にう 

まれた私にも、 その生理と嫌悪が身に染み付いてるとつく 

づく思う。 

こうした労働側の政治的な勝利の中、経営側は、38 年 

サルチオ・バーデン協定によって、労使が賃金と産業平和 

に完全な責任を負い、 政府は完全雇用の維持に責任を持つ 

べきという合意が交わされることになる。 

スウェーデンでは、 戦争ではなく完全雇用という共通目 

的に向かって、20 世紀の前半、第二次大戦では冷酷とも 

無慈悲とも言えるほどの不戦中立を貫き通す中、 労働者主 

体にした改革を次々に打ち出していくのだった。 以来世界 

最大級の組織率を誇る労組、LO を支持母体にした社民国 

家スウェーデンは、現在も労働組合の組織率  80％の労働 

者国家だ。 

革命－“内乱という戦争”もまた経験しなかった。英雄 

的なプロレタリア革命は、カリスマが必要だ。反革命や、 

外国からの攻撃を免れて祖国防衛するのに、 優れた革命家 

は不可欠だがそれは、 実は労働者の革命にとってまさに言 

語矛盾ではなかろうか。 多くの名もなき人々が社会の主人 

公になるのに、なぜ優れた英雄が必要なのか(そしてこれ 

までそれは必ず永続的な個人礼賛になっていく)。 

スウェーデンの世界初の社民党政権獲得の英雄の名前 

をみな知らない（いるんだけどね、ブランディングってい 

う人）。あまり華がないけど、でもそれがもっとも労働者 

国家にふさわしいあり方だと思える。レーニンも、毛沢東 

も、カストロも金正日もいらない。８０％を超える自主投 

票に支えられた｢われら｣の政府－それは常に有権者の非 

選択にさらされる厳しい評価を伴う政治的実践であり、 生 

産関係の不変は常に、 労働者に階級不在の幻想を植え付け 

ることなく、階級意識を再生産する。 

日本で階級意識というと、士農工商や、世襲制にイメー 

ジは飛んでしまうのではないだろうか。 封建制のあとのブ 

ルジョアジーとの階級対立は、 戦争遂行によるナショナリ 

ズムによって一億総国民化で、融和させられてしまった。 

スウェーデン人の階級意識は、戦争がなかったおかげで、 

資本主義の階級対立激化の中での「やつら」と「われら」
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がはっきりしたと思う。それでいてこの国の人たちは、ナ 

ショナリズムや社会主義の動員にある「浮かされた熱狂」 

と最も遠いところにいる。 

連帯賃金―同一労働同一賃金 

平等へのあくなき追求 

戦渦にまみれることなく迎えた戦後、提案者の LOのエ 

コノミストの二人の名を取ったレーン・メイドナーモデル 

という経済政策をＬＯは１９５１年に採択した。 これが社 

会連帯的賃金政策と積極的な労働市場政策と呼ばれる政 

府との協定である。ＬＯは中央集権的な交渉をＳＡＦと行 

う。基本は「同一労働同一賃金」。日本では男女間では言 

われても、企業間で言われないのだが、ここでは企業の利 

益水準を問わず同職種の人件費は同じなのだ。 企業規模に 

よる賃金格差、二重構造はない。必然的に中小企業が淘汰 

される。 労働者にふさわしい待遇で雇用できない企業は社 

会にとって不要だという論理だろう。 スウェーデンは中小 

企業が少なく、大企業が多い。企業数の１５％が大企業で 

ある（日本での大企業は０．１％未満）。しかもエレクト 

ロラックスやボルボなど、世界的な大企業が多い。経営者 

人口が少なければ、 その分社民党の支持層である労働者が 

増えて望ましい。 効率のいい大企業が安定した経営の元に 

よい労働条件を労働者にもたらすのはＬＯにとっても歓 

迎。 経済政策的にも小国が国際競争力を持つために大企業 

育成が必要だった。 

こうして企業間やで格差がなく極めて平等な賃金をめ 

ざしたが、それでもできる賃金格差は、政府の累進課税制 

度と、低所得層への賃金契約制度とで縮小した。政府は積 

極的労働市場政策を進めた。 労働者が職をなくしても無償 

で教育を受け、 別の産業での雇用をスムーズに進められる 

ようにして、 産業構造の転換への対応のため労働力の地域 

的職種的流動性を高めた。 こうして社民党政府はＬＯと協 

力し、完全雇用の公約を達成して支持を集めてきた。完全 

雇用は納税者を増やし、労働組合員も増やす。ＬＯ社民党 

ブロックの持続性は高まる道理である。 中央の労使交渉と 

政府の協力で、 誘導効果を活用しながらの税金の普遍的な 

再配分、弱者やマイノリティへの権利の拡大、ゆきわたっ 

た社会保障と無償の教育、ゆったりした労働条件、という 

きわめて人為的で合理的な社会を投票率  90％に近い政治 

参加のもとつくりあげたのだ。 

ＬＯは当然管理職の利害に冷たい。 ３６年に社民政権下、 

労働者の結社おび団体交渉権が正式に認められるや、 管理 

職の組織化が進み、ナショナルセンターは戦後、ホワイト 

カラー(事務職)や管理部門の増加に伴ってＴＣＯ（全国俸 

給職員組合連合。１９４４年設立。組合員数１２３万人。 

金融や警察、ジャーナリスト、防衛関係、教員、研究員） 

ＳＡＣＯ(専門職能別組合連合。１９４７年設立。４６万 

人。理学療法士、医師、獣医、歯科医、大学教員など大卒 

者の組合)の二つができた。 

いずれも７０％の組織率の管理職ユニオンである。 日本 

のように、組合員から管理職になると、管理職手当でむち 

ゃくちゃ働かされるようなことはない （管理職だって休暇 

が欲しいはず）。昇進で組合を骨抜きにしようとしてもで 

きない。 

単独政権のときは半分がＬＯ出身の閣僚だった結束の 

固い社民党ＬＯブロック。 こうしたブルーカラーの労働組 

合出身者が、経済政策も含め、政治的な手腕を華麗なまで 

に発揮していくのには目を見張る。日本では、ブルーカラ 

ーからの脱出願望ばかりが見え(よいとまけの歌も、息子 

は大卒技術者に脱出する「美談」)、こうした例が見られ 

ないのを不思議に思う。 “総評出身者が閣僚の半分”など 

考えられないが、 それは今の日本のいびつな視点で見るか 

らか。 

スウェーデンの賃金は世界的に見ても驚くほど平等で 

ある。 

99 年統計での労働者の賃金の中央値だが、１ＳＥＫ15 
円で換算すれば、 LＯの女性で年収 267万円,男性で 319万 

円 ＴＣＯで、女性 312万円、男性 400.5万円、SACOで 

女性  376万円 男性 495万円。これは税込みだから税引き 

後（社会保険も税金）はこの半分くらい。 

つまり世帯では、ＬＯ同志だったら、586万(日本の男性 

賃金の平均くらいか)で可処分所得  300 万円弱。大卒同志 

だと、二人で 871万。可処分所得はその半分。住居費や児 

童手当など間接賃金が加算され、 家族が増えると可処分所 

得はもう少し高くなり、 教育費はほとんどかからないおか 

げで出生率は 2％以上。シングルマザーでもまあまあに暮 

らせるが、 共稼ぎでなければなかなかリッチにはなれない 

ので、男女平等賃金でカップルは誘導されてもいる。スウ 

ェーデンは“年収３５０万円社会”だった！ 

国民が正当と評価する所得比は、 アメリカでは最高と最 

低が１２対１なのに対し、 スカンジナビアでは４対１だと 

いうアンデルセンの指摘はそのとおりだ。 アメリカ人は貧 

困者を敗者と見なすが、 スカンジナビアの人々にとっては、 

貧困は資源がいかに不平等に分配されているかという問 

題だという。 アメリカ人は平等を個人的な能力主義の問題 

として捉えるのに対し、 ヨーロッパ人は階級の問題として 

考える傾向がある、とは鋭い指摘だ(それでいてスウェー 

デンの億万長者の比率は他のヨーロッパより高いらしい)。 

連帯という名の反グローバリズム 

友愛という名の経済政策 

スウェーデン人の階級意識は強い。ＬＯは階級とジェン 

ダーが人々を抑圧するものとみなすフェミニストの組織 

だと宣言しているが、労働組合の課題は階級、である。 

最新の LOニュースには、 最近パワーエリートと産業労 

働者の格差が 11.7になり、80年代に 4.9だったのに 50年 

代の  11.1 の水準以上に戻ったというニュースが載ってい 

てこうした格差をしっかり知るべきと主張されていた。 

また、外国人労働者に対しても同様だ。最近のニュース 

では、ラトビア（元ソ連共和国のバルト三国）資本のスウ 

ェーデンでの会社が雇用する 14 人のラトビア人労働者に 

対して、 スウェーデンの労働協約で定められた建設労働者 

の賃金を下回る賃金を支払っていた件で、 労働組合のスト
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により、 この会社はスウェーデンから結果として撤退する 

ことになった。会社はラトビア人労働者の賃金を、日本円 

換算で 1200円から 1565円に引き上げようとしたが、 スウ 

ェーデン建設労働者組合は、1950 円～2175 円への引き上 

げを要求し、会社はこれを拒絶した(民間労働者は時給で 

協約する)。その結果、建設労働者組合は、2004年 11 月、 

同社の工事現場の封鎖を開始。 こうした 「同情的行動」 は、 

スウェーデンの労使関係法制では合法で、 外国人労働者を 

含む未組織労働者の労働条件についてもスウェーデンの 

労働協約が適用され、 労働組合は争議行為により労働協約 

の締結を要求できるのだ。 

会社は、 外国で働くラトビア人労働者にもラトビアの労 

働協約が適用されるべきで、 そうでなければ差別的取り扱 

いであると主張、 労働組合の行動をＥＵ法に違反すると最 

高裁に提訴した。 最高裁は組合を合法とした労働裁判所に 

差し戻し、労働裁判所では EUに見解を仰いでいるが、答 

が出るまでに 2年はかかるらしい。 学校施設の建築を同社 

に発注したストックホルム近郊の自治体は、 ストで動かな 

い現場をもてあましこの会社への発注を撤回し、 結局同社 

はスウェーデンから撤退した。 組合は 「撤退は本意でなく、 

スウェーデン人と同様の労働協約を結ぶことを望んでい 

ただけだ」と語り、LO の弁護士も、差別ではなくスウェ 

ーデンで働くラトビア人労働者にもスウェーデン労働者 

と同じ権利があるという均等待遇の問題である、 と述べて 

いる。LO 事務局は、EU 法でスウェーデンの集団的労働 

行動が制約されるようになっては、EU 加盟の代償は大き 

すぎる、と警告し、早速元労働組合幹部の労働大臣と地方 

自治担当大臣は、 公的機関はスウェーデンの労働組合が承 

認した労働協約を締結している企業からのみ、 財やサービ 

スを購入すべきであると提案した。税金は、劣悪な労働条 

件を補助するために支出されるべきではないとして、 公的 

機関がスウェーデンの労働協約に署名していない企業 （外 

国企業を含む） と財やサービスの供給に関する契約を締結 

することを禁止する法律の必要性を訴えた。（使用者や政 

治評論家たちは、 安価に財やサービスを手に入れる機会を 

消費者から奪うものだと両大臣の提案に強く反対してい 

るらしい。） 

こんな具合で彼ら(LO 社民ブロック)の関心は、特権階 

級を許さず、低いものを底上げする平準化、あくなき平等 

の追求だ。 この頑固な姿勢がグローバル化の悪弊からこの 

国を守っている気がする。 

ところで先の自治体(コミューン)の給与所得者で最も 

高いのは医者だが、実働で年収９００万円くらいだった。 
(男女格差は１５％といわれるが職種による。たとえば同 

表では歯医者では女性のほうが高い。) 医者の教育費も税 

金で無料だから彼らを特権的に厚遇しすぎる理由がない。 

今回自治体の賃上げ妥結では、 ノルウェーなど高待遇の国 

に専門職が流失してしまうことを恐れて、 医者や看護婦が 

高い水準になり、 代替者が多いブルーカラーでは振るわな 

かった。ブルーカラー自治体労働者の賃上げを配慮し、自 

制した（！）民間の組合からは、10 年前から置き去りに 

されてる彼女たちに配慮すべきなのにこの結果には大き 

な不満があると発言している。今回の賃上げは、輸出主導 

型の民間組合が、 公共部門の現場女性労働者の底上げのた 

めに自分たちの賃上げを自粛する、 というありえない美談 

だった！しかし…男女格差是正という建前はありながら、 

公共部門の妻と、 私企業の夫というスウェーデンで典型の 

ブルーカラー同士のカップルが、 世帯賃金をあげるためと 

考えれば、 自己犠牲のジェンダー差別解消のための友愛だ 

けではなく、 経済利益なのだ―だから自分の世帯と関係な 

い医者らの賃上げに終結したことに怒っているともいえ 

る…。 

民間と公共部門の性別分離は、 スウェーデンの女性問題 

を語る時に必ず出ることだが （公共部門の約 7割が女性）、 

公共部門の女性雇用の拡大による女性の経済的自立は、 民 

間企業の男性労働者の賃上げ要求の抑制を可能にするも 

のだったかもしれない。公務員の 23％は、8割 9割が女性 

を占める介護・保育職（「家事労働の社会化」職。とはい 

え年収は 270万から 350万）である。これを、多くの国で 

は無給の主婦労働、 への 「税金による現金拠出である雇用」 

と考えれば、 民間企業が負担する男性労働者の家族賃金の 

コストを政府が肩代わりする国際競争力増進のための国 

家的経済政策だともいえる。 男女平等は理念だけではなく、 

非家父長制志向経済政策 （主婦労働の低評価に引きずられ、 

男女平等賃金でないから家父長制は存在するが） の実践で 

ある。父親への育児休暇の半強制策も、実は民間企業にと 

っては、 かなり体のいい政府の給与支給のレイオフになり 

える（それでもなかなか進まないが）。理念と現世利益が 

セットになっている…。 

家父長制はもはや資本主義の桎梏ともいえる阻害物に 

なっている。 日本でも国際的な資本主義競争で勝ち残るた 

めに、既存の家父長的賃金制度をやめ（それを残したまま 

市場に任せればアメリカ型の貧富の格差が広がり社会の 

リスクが増える）、公共事業に投じてきた税金は、女性の 

雇用作りに転換すべきで、 男女平等な賃金政策を進めるべ 

きだ。それこそ生活向上のチャンネルを増やし、柔軟な賃 

金政策を生み、労働者の生活を守りながら、グローバル資 

本主義の競争に勝つ秘訣なのだ！ 

…が成り立つならば、 資本主義的家父長制分析はどのよ 

うなものになるか。ミースからの手紙「私たちのゴールは 

平等ではなく、 資本主義的家父長制から男も女も自然も解 

放されることなのです」 を前に 「社民型男女平等資本主義」 

をその文脈の中でどうとらえたらいいのか考え込むのだ 

った。(後編 「70年代のスウェーデン」に続く…)
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APWSL 日本委員会 2005 年総会の報告 

APWSL の再出発を成功させよう 
高幣真公（APWSL 日本委員会共同調整委員） 

APWSL 日本委員会の 2005年総会が 7月 16日～17日、 東 

京江東区のカトリック潮見教会で開かれ、 関西から 4人を 

含め 12 人参加した。今回の総会の主な課題は 5 月末マレ 

ーシアで開かれた APWSL 国際総会（Council Meeting）の 

報告と今後の方針であった。 国際総会に参加した原田惠子、 

大井呑、山崎精一の 3人が報告した。 

国際総会は費用の関係で TIE（多国籍労働情報交換）の 

セミナーの付属企画としてマレーシアのクアラルンプー 

ルで開かれた。 前半のTIE は 30 人余、 総会には 11カ国 （内 

インド、 中国、 カンボジア、 シンガポールはオブザーバー）、 

25 人が参加した。エクスポージャーとしてマレーシア労 

働組合会議と旧知のアロキア・ダスやシャリル・サイード 

さんの出身組合である運輸機器合同産業組合を訪問した。 

今回の国際総会の大きな目標は APWSL の存続させるた 

めに新しい役員を選出することであった。 役員の中心にな 

る調整委員(Coordinator)はタイからパラット・ナナコー 

ンさん（女性）が立候補し、選出した。誰も立候補しなか 

った共同議長（Convenor）の選出が難航した。多くの努力 

の結果、韓国のチャン・チャンウォンさんとオーストラリ 

アから女性が決定した（その後グィニス・エバンスさんが 

選出）。 地域調整委員は南アジア・アントン・マルカス（ス 

リランカ）、 東南アジア・ノーマ・ビーナス （フィリピン）、 

太平洋・キャロル・ブリジェン（ニュージーランド）、東 

アジア・山崎精一（日本）が選出された。 

存続のためのもう一つの課題は財政であったが、 各国か 

ら会費（連帯基金）を集めることを決定した。各国は年間 

500US ドル、200US ドル、100US ドル、50US ドルを目安に 

各国で金額を決めることにした。 

総会後、 新しく共同議長の 1人に選ばれたオーストラリ 

アの AAWL から書記局会議（調整委員+共同議長 2 人）を 

10 月にオーストラリアで開催することが呼びかけられ、 

発足した APWSL メーリングリスト管理者として山崎精一 

さんも招かれている。 

APWSL 活動の中心にインターネットサイト「レイバーネ 

ットアジア」(Ｌabornet Asia)が決まった。その実行（技 

術と費用を含め） は韓国と日本で受け持つことが決まった。 

日本総会で、実際上の技術的な責任者となる安田幸弘氏 

（レイバーネット日本）が報告した。とりあえず韓国側が 

看板ページを立ち上げ、テスト版、実行版へと移行してい 

くスケジュールを韓国側のノドン（労働）ネットと打ち合 

わせている。その前に APWSL の国際メーリングリストを7 

月に立ち上げ、多少混乱もありながら滑り出した。 

午後7時から夕食＆懇談＆フィリピンKMUのサトウキビ農 

園労働者の闘争ビデオ”Milling Season”などを上映し 

た。

2日目、国際会議から託された課題について日本委員会 

として決定した。 まず年会費 500US ドルの支出を承認した。 

韓国との 2国間交流は関西が担当して準備し、 ニュージー 

ランドとの交流は来年秋実施に向け関東が準備する。10 

月メルボルンンの書記局会議への山崎の参加を要請した。 

日本委員会の活動総括と方針を報告され、 討議・決定した。 

プロジェクトとして女性労働者、フィリピントヨタ争議、 

ブリヂストン・インドネシア争議支援など。引き続き、各 

部として「リンクス」（日本語ニュース）、英文ニュース” 

APWSL Japan”、そしてホームページ＆メーリングリスト 

について報告・議論した。 

2004 年度決算と 2005 年度予算が会計の池田良二（大阪 

教育合同労組）から提案された。最近加盟組合の脱退が相 

次ぎ財政が逼迫しているので、 新規加盟オルグを全体で取 

り組むことを決定。そして、レイバーネット・アジア創設 

カンパも決定した。 

最後の議題は役員改選。共同代表の 1 人稲田順一が 11 

月に定年退職し、 組合役員も辞任するので後任組合推薦の 

運営委員への交代を承認した。 後任の共同代表は山崎精一 

に決定。 関東の調整委員も稲垣豊から高幣真公に交代した。 

関西選出の役員には変更がなかった。 

日本委員会は2日間の総会で国際APWSLと同時に新しい 

地平へ踏み出した。 

ＡＰＷＳＬ日本委員会 役員 

共同代表 原田 恵子 山崎 精一 

共同調整委員 丹羽 道晴 高貨 真公 

会計 池田 良二 

会計監査 小山 帥人 

2004 年度決算 

収入 支出 

繰越金 144,493 印刷費 153,890 

会費 450,000 リンクス 153,890 

団体 240,000 英文他 0 

個人 210,000 事務所費 145,000 

ニュース売上 2,940 国際交流費 199,822 

カンパ ０ 総会費 67,640 

雑収入 11,320 共闘費 5,000 

ビデオ売上 15,170 通信費 53,062 

事務費 14,250 

合計 623,923 合計 638,664 

総計 △14,741 

２００４年度会計は赤字でした。会費の納入が遅れている団体・個 

人の方は振込お願いします。 

2005 年度予算 

収入 支出 

繰越金 △14,741 印刷費 160,000 

会費 550,000 リンクス 15,0000 

団体 330,000 英文他 10,000 

個人 220,000 事務所費 120,000 

ニュース売上 4,000 国際交流費 110,000 

カンパ 20,000 総会費 70,000 

雑収入 5,000 共闘費 10,000 

ビデオ売上 15,000 通信費 60,000 

事務費 20,000 

予備費 29,259 

総計 579,259 総計 579,259
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編集部より 

編集部より 
▽ 日本委員会総会前に本号を出す計画を当初立てました 

が、発行を遅らせＡＰＷＳＬマレーシア総会と合わせて 

日本委員会総会報告も出すことにしました。 39号を昨年 

9 月に出してから一年足らずに何とか 4 号発行し、ピン 

チヒッターの編集長の務めを果たすことができました。 

▽ 7月16日17日に東京潮見教会で開催された第16回日本 

委員会総会で共同代表を務められた稲田さんが今年末 

に 65 歳定年退職するために退任し、私が替わって関東 

選出の共同代表になりました。3 期調整委員を務められ 

た稲垣さんに替わって初代事務局長の高幣さんが調整 

委員になりました。関西選出の役員に変更はありません。 

この8月にスウェーデンから帰国予定の榊原さんと稲垣 

さんにリンクス担当をお願いします。 

▽ この一年間、目新しい企画や内容のある特集は組めませ 

んでした。ＡＰＷＳＬ全体の活動が停滞し、日本委員会 

としても独自活動がすくなくなっている中にあって、各 

会員の皆さんの様々な場での国際的な活躍がこのリン 

クスに反映され、多彩な内容の記事を組むことができま 

した。毎回記事を寄せてくれたスウェーデンの榊原さん、 

大阪の山原さん、フィリピン・トヨタ労組を支援する会 

に特に感謝します。毎回レイアウトをやってくれた稲垣 

さん、印刷を担当してくれた中原さん、発送をしてくれ 

た丹羽さんにも感謝します。 

▽ 今回ＡＰＷＳＬ総会参加のためクアラルンプールを再 

訪しました。前回は 6年前、スリランカ総会の後に引き 

続いて開催されたＡＰＥＣ民衆会議に参加するための 

一人旅でした。前回は会議の合間にムルデカ広場などの 

都心を散策した以外に街中に出ませんでした。今回は 6 

日間の滞在と長かったので、少しは街を見ることができ 

ました。またエクスポージャのため電車とバスに乗って 

郊外にも出ました。住宅の立派なことに驚きました。金 

持の住む地域かと思い聞いてみましたが、そうでもない 

ということでした。中流階級の家だとしても日本の標準 

の家より住み心地良さそうでした。政治的自由を 犠牲 

にして経済的なテイクオフには成功したということな 

のでしょうか？ 

▽ マレーシア委員会の人たちが今回の総会を準備してい 

れば、もっと職場に近かづき、労働者にも会え、この疑 

問にも答えてもらえたかと、思うと残念です。ナショナ 

ルセンターのＭＴＵＣは訪問しましたが、旧知のＡＰＷ 

ＳＬの友人である委員長のサイード・シャヒールはジュ 

ネーブのＩＬＯに行っていて不在でした。昨年東京で会 

ったティアン・チュアは時間を見つけてペナンから駆け 

つけて会場まで会いに来てくれましたが、総会には参加 

していませんでした。ＡＰＷＳＬ創設者の一人アロキ 

ア・ダスは 6年前は病み上がりでほとんど話もできない 

状態でした。ところが今回は回復し、非常に元気で、飲 

み会にも付き合い、得意の冗談を飛ばしていました。し 

かし、それもＴＩＥアジア代表としての活躍であり、Ａ 

ＰＷＳＬ総会には参加しませんでした。 

▽ というわけで今回総会は共同議長のルークがＴＩＥア 

ジアのアイリーンの協力を得て何とか開催したという 

のが実態でした。この総会を何とか成功させ、ＡＰＷＳ 

Ｌ再出発の場とするために日本委員会代表は奮闘しま 

した。それだけに今後の三年間の活動に責任を負わなけ 

ればなりません。特に新たに選出された書記局を支える 

必要があります。 

▽ 総会後、レイバーネット日本の協力によりメーリング・ 

リストが立ち上がり、私が管理人を務めています。徐々 

にではありますが、通信が流れ始め、これまでとは比較 

にならない情報伝達が行われるようになっています。オ 

ーストラリアのＡＡＷＬがグイニス・エバンスさんを共 

同代表に選出したというニュースもメーリング・リスト 

で流れました。 

▽ また本日、韓国からレイバーネット・アジアのテスト・ 

ページを立ち上げたというニュースが入って来ました。 

総会で決めたことが、一月ちょっとの間に一つ、一つと 

実現しています。これは前回のバンコク総会ではなかっ 

たことです。ＡＰＷＳＬは金もなく、困難も山積みして 

いますが、目標をもって一歩前に歩きつつあります。日 

本委員会も新たな気持ちで歩んでいこうではありませ 

んか。 
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